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第
一
節
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
九
七
年
初
め
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

地
方
首
長
選
挙
の
分
析
で
あ
る
。
選
挙
の
分
析
に
際
し
て
は
、
数
字
を

中
心
と
す
る
ハ
ー
ド
デ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
す

で
に
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
い
る
地
域
も
あ

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
選
挙
委
員
会
の
公
報
で
は
、
い
ま
だ
に

連
邦
構
成
主
体
ご
と
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
二
次
資
料
の
助
け
を
も
得
な
が
ら
、

現
時
点
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
整
理
す
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
詳
細
な
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
た
段
階
で
、
改
め
て
別
稿
を
準 

大
統
領
選
挙
後
の
ロ
シ
ア
内
政 

―
―
連
邦
構
成
主
体
首
長
選
挙
と
政
府
改
造 

上
野 

俊
彦 

本
稿
は
、
大
統
領
選
挙
後
の
ロ
シ
ア
内
政
の
二
つ
の
側
面
を
ま
っ
た

く
異
な
る
視
点
か
ら
分
析
す
る
。 

は
じ
め
に 

第
二
節
は
、
政
府
改
造
に
着
目
し
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
流
れ
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
題
を
実
証
的
に
分
析
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
数
量
化
が
可
能
な
キ
ャ
リ
ア
・
パ
タ
ー
ン
分
析

を
中
心
と
す
る
方
法
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
方
法
が
よ
く
行
な
わ
れ
て

い
た
ソ
連
時
代
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
党
幹
部
人
事
研
究
に
比
べ
て
、
エ

リ
ツ
ィ
ン
期
の
閣
僚
の
人
事
異
動
の
分
析
は
、
は
る
か
に
む
ず
か
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
期
に
お
い
て
は
、
閣
僚

の
人
事
異
動
の
時
期
は
一
定
せ
ず
、
ま
た
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
も
多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期

の
党
幹
部
人
事
の
分
析
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
労
力
を
必
要
と
す
る

の
で
あ
る
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
ソ
連
邦
共
産
党

の
政
治
局
お
よ
び
書
記
局
の
人
事
異
動
は
例
外
な
く
党
中
央
委
員
会
総 

備
し
た
い
。 
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会
時
に
限
ら
れ
て
お
り
、
経
歴
の
公
表
の
さ
れ
方
も
定
型
化
し
て
分
析

し
や
す
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
期
の
閣
僚
の
キ

ャ
リ
ア
・
パ
タ
ー
ン
分
析
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
、
多

少
の
材
料
は
あ
る
も
の
の
、
全
面
的
に
解
析
す
る
時
間
的
余
裕
を
今
の

と
こ
ろ
持
て
な
い
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
前

段
の
準
備
作
業
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
副
首
相
レ
ベ
ル
以
上
の
人
事

異
動
の
日
付
を
整
理
し
、
経
歴
を
調
査
し
た
結
果
に
従
っ
て
概
説
し
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
作
業
に
さ
え
予
想
以
上
の

時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、
ソ
連
時
代
末
期
の
一
九
九
〇
年
か
ら
九
一
年

に
か
け
て
の
官
報
が
部
分
的
に
欠
落
し
て
お
り
、
し
か
も
一
般
に
ソ
連

邦
レ
ベ
ル
の
党
お
よ
び
政
府
の
人
事
異
動
に
主
要
な
関
心
が
払
わ
れ
て

い
て
、
ロ
シ
ア
共
和
国
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
が
少
な
い
た
め
、
九
一
年
ま

で
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
完
璧
な
も
の
を
作
成
で
き
な
い
で
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
二
つ
目
の
主
題
は
、
第
一
の
主
題
に
比
べ

て
も
は
る
か
に
実
証
性
の
希
薄
な
雑
駁
な
議
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
期
の
閣
僚
人
事
の
全
面
的
分
析
と
い
う
テ
ー
マ
も
、

今
後
に
期
し
た
い
。 

な
お
、
第
二
節
に
お
い
て
は
、
人
事
異
動
の
背
景
を
、
現
地
の
新
聞

報
道
な
ど
に
基
づ
い
て
少
し
説
明
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
報
道
の
多

く
は
非
実
証
的
で
憶
測
記
事
も
多
い
た
め
、
煩
瑣
に
な
る
注
を
省
略
し

て
あ
る
。 

 

一 

連
邦
構
成
主

（
１
） 

立
候
補
者 

一
九
九
六
年
一
月
一
日

六
連
邦
構
成
主
体
に
お
い

挙
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法

本
的
保
障
に
つ
い
て
の
法
律
」
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
各
連

邦
構
成
主
体
に
よ
っ
て
独
自
に
定
め
ら
れ
た
選
挙
法
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
た
。 

(

一
九
九
七
年
一
月
二
六
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
連
邦
構
成
主
体
首
長

選
挙
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
の
候
補
者
総
数
は
二
九
九
名(

そ
の
後

三
〇
名
以
上
が
立
候
補
を
辞
退
し
た)

で
、
候
補
者
数
の
多
か
っ
た
と
こ

ろ
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市(

候
補
者
一
八
名
、
う
ち
四
名
辞

退)

、
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
辺
区
（
候
補
者
一
二
名
、
う
ち
二
名
辞
退
）
、
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州(

候
補
者
一
二
名
、
う
ち
四
名
辞
退)

、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン

ス
ク
州(

候
補
者
一
〇
名)

、
カ
ム
チ
ャ
ト
カ
州(

候
補
者
一
〇
名
、
う
ち

二
名
辞
退)

、
サ
ハ
リ
ン
州 (

候
補
者
一
〇
名
、
う
ち
四
名
辞
退) 

な
ど
で

あ
っ
た
。
反
対
に
、
一
名
し
か
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
の
は
、
カ
バ
ル

ジ
ノ
・
バ
ル
カ
リ
ア
共
和
国
お
よ
び
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
、
候
補
者

が
二
名
だ
っ
た
の
が
、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ニ
州
、
ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
ア
ギ

ン
・
ブ
リ
ャ
ー
チ
ア
自
治
管
区
、
ハ
ン
ト
ゥ
イ
・
マ
ン
シ
ー
自
治
管
区
、 

(
) 2

 

体
首
長
選
挙 

か
ら
九
七
年
三
月
二
三
日
ま
で
の
間
に
、
五

て
首
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
地
方
首
長
選

お
よ
び
「
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
の
選
挙
権
の
基

) 1
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候
補
者
が
三
名
だ
っ
た
の
が
、
ア
ド
ゥ
ィ
ゲ
ア
共
和
国
、
ア
ル
タ
イ
辺

区
、
ア
ム
ー
ル
州
、
コ
ス
ト
ロ
マ
州
、
ク
ル
ガ
ン
州
、
サ
マ
ラ
州
、
サ

ラ
ト
フ
州
、
コ
ミ
・
ペ
ル
ミ
ャ
ク
自
治
管
区
、
タ
イ
ム
ィ
ル
（
ド
ル
ガ

ン
・
ネ
ネ
ツ
）
自
治
管
区
で
あ
っ
た
。 

(
) 

二
九
九
名
の
候
補
者
の
う
ち
二
四
〇
名(

八
○
・
二
七
％)

は
、
選
挙

人
グ
ル
ー
プ
の
指
名
候
補
者
す
な
わ
ち
無
所
属
候
補
者
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
な
か
に
は
ロ
シ
ア
国
民
共
和
党
、
ロ
シ

ア
立
憲
党
、
国
民
国
家
党
な
ど
の
党
首
も
含
ま
れ
て
い
た
。
選
挙
団
体

が
立
て
た
候
補
者
は
四
六
名
（
一
五
・
三
八
％
）
、
選
挙
団
体
と
選
挙
人

に
よ
る
指
名
候
補
者
は
三
名
（
一
％
）
、
自
薦
候
補
者
は
一
〇
名
（
三
・

三
五
％
）
で
あ
っ
た
。 

(
) 

(
) 

独
自
候
補
を
も
っ
と
も
多
く
立
て
た
政
党
は
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
で
、

一
一
名
の
候
補
者
を
立
て
た
。｢

ヤ
ー
ブ
ラ
コ｣

、
ロ
シ
ア
共
産
主
義
労
働

者
党
、「
名
誉
と
祖
国
」(

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ
前
安
全
保
障
会

議
事
務
局
長
が
創
設)

な
ど
も
独
自
候
補
者
を
立
て
た
が
、
ロ
シ
ア
連
邦

共
産
党
は
、
若
干
の
独
自
候
補
者
の
ほ
か
に
、
左
翼
お
よ
び
愛
国
主
義

勢
力
を
糾
合
し
た
ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟
の
統
一
候
補
と
い
う
か
た
ち

で
三
三
名
の
候
補
者
を
立
て
た
。
他
方
、
ヤ
ク
ー
チ
ア
社
会
民
主
党
、

ク
バ
ン
復
興
同
盟
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
労
働
組
合
連
合
な
ど
と
い
っ
た
地

方
政
治
団
体
も
候
補
者
を
立
て
た
。 

(
) 

(
) 

(
) 

候
補
者
の
九
八
・
三
三
％
は
男
性
で
、
女
性
候
補
者
は
わ
ず
か
五
名
、

う
ち
三
名
は
コ
リ
ャ
ー
ク
自
治
管
区
で
、
他
の
二
名
は
カ
ム
チ
ャ
ト
カ

州
と
モ
ス
ク
ワ
市
で
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
し
た
。
な
お
、
あ
と
で
述
べ
る

よ
う
に
コ
リ
ャ
ー
ク
自
治
管
区
の
女
性
候
補
は
当
選
し
た
。
候
補
者
の

年
齢
構
成
は
、
三
〇
歳
以
下
が
三
名(

一
％)

、
三
一
―
四
〇
歳
が
六
二

名
（
二
〇
・
七
四
％
）
、
四
一
―
五
〇
歳
が
一
五
六
名 (

五
二
・
一
七 

％)

、
五
一
―
六
〇
歳
が
六
八
名(

二
二
・
七
四
％)

、
六
一
歳
以
上
が
一

○
名 (

三
・
三
五
％) 

で
あ
っ
た
。
候
補
者
の
職
業
で
は
、
も
っ
と
も
多

い
の
が
地
方
の
経
営
者 

・ 

企
業
家
、
銀
行
家
な
ど
八
○
名(

二
六
・
七
六 

％)

、
次
い
で
、
連
邦
構
成
主
体
の
首
長(

つ
ま
り
現
職)

が
五
〇
名(

一

六
・
七
二
％)

、
連
邦
議
会
国
家
会
議(

下
院)

議
員
が
二
九
名(

九
・
七

〇
％)

、
連
邦
構
成
主
体
の
議
会
議
員
と
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の

役
員
や
活
動
家
が
そ
れ
ぞ
れ
二
二
名(

七
・
三
六
％)

、
連
邦
構
成
主
体

の
議
会
の
議
長
な
い
し
副
議
長
が
一
三
名
（
四
・
三
五
％
）
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
現
職
の
う
ち
四
五
名
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
た
首
長
で
あ
る
。 

(
) 

(

10) 

(

11

5

6

8
3

7
4

（
２
） 

選
挙
結
果 

投
票
率
は
カ
バ
ル
ジ
ノ
・
バ
ル
カ
リ
ア
共
和
国
で
九
七
％
、
タ
タ
ル

ス
タ
ン
共
和
国
で
七
八
％
、
マ
リ
ー
・
エ
ル
共
和
国
で
六
七
・
四
％
を

記
録
し
た
。
投
票
率
が
四
〇
％
以
下
だ
っ
た
の
は
、
ア
ム
ー
ル
州
、
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
サ
ハ
リ
ン
州
、
チ
ュ
メ
ニ
州
な
ど
で
あ
っ
た
。
決

選
投
票
で
は
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
第
一
回
投
票
よ
り
五
％
か
ら
一
四
％ 

9

) 
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も
投
票
率
が
低
下
し
た
が
、
ア
ル
タ
イ
辺
区
、
ス
タ
ー
ヴ
ロ
ポ
リ
辺
区
、

キ
ー
ロ
フ
州
、 

プ
ス
コ
フ
州
で
は
、
反
対
に
決
選
投
票
の
投
票
率
が
四 

％
か
ら
二
〇
％
も
上
昇
し
た
。 

(

1) 

今
回
の
一
連
の
首
長
選
挙
で
そ
の
強
さ
を
示
し
た
の
は
、
現
職
と
、

ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟
の
指
名
候
補
者
で
あ
っ
た
。
一
九
九
六
年
一
月

一
日
か
ら
九
七
年
三
月
二
三
日
ま
で
の
間
に
選
出
さ
れ
た
五
六
名
の
連

邦
構
成
主
体
の
首
長
の
う
ち
、
二
六
名
が
現
職
の
再
選
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
二
七
名
の
現
職
は
落
選
し
た
。
ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟
の
指
名

候
補
者
は
、
三
四
名
の
う
ち
一
七
名
が
当
選
し
た
（
第
１
表
）
。 

ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟
が
支
持
し
た
当
選
者
の
う
ち
七
名(

ア
ル
タ
イ

辺
区
、
ア
ム
ー
ル
州
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
州
、
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
州
、
ヴ
ォ

ロ
ネ
ジ
州
、
カ
ル
ー
ガ
州
、
ク
ル
ガ
ン
州)

は
、
連
邦
構
成
主
体
の
議
会

ま
た
は
そ
の
下
の
レ
ベ
ル
の
地
方
議
会
の
議
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
四
名

(

ス
タ
ー
ヴ
ロ
ポ
リ
辺
区
、
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
州
、
キ
ー
ロ
フ
州
、
チ
ェ
リ
ャ

ビ
ン
ス
ク
州)

は
連
邦
議
会
国
家
会
議
（
下
院
）
議
員
、
二
名
（
マ
リ

ー
・
エ
ル
共
和
国
、
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
辺
区
）
は
連
邦
議
会
連
邦
会
議(
上

院) 

議
員
、
一
名 (

リ
ャ
ザ
ニ
州) 

は
議
会
の
会
計
検
査
院
検
査
官
で
あ

っ
た
。 

下
院
議
員
で
あ
っ
た
四
名
の
う
ち
二
名
は
も
と
も
と
州
知
事
で
あ
っ

た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
よ
っ
て
更
迭
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ユ
ー
リ
ー
・
ロ
ト
キ
ン
は
、
一
九
九
三
年
四
月
二
五
日
に
ブ
リ
ャ

ン
ス
ク
州
知
事
に
選
出
さ
れ
た
が
、
同
年
九
月
二
五
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン

大
統
領
に
よ
る
人
民
代
議
員
大
会
と
最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
活
動
停
止
措

置
に
反
対
し
た
た
め
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
更
迭
さ
れ
、
そ
の

後
、
同
年
一
二
月
一
二
日
に
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
州
か
ら
連
邦
議
会
連
邦
会

議
議
員
に
当
選
、
さ
ら
に
九
五
年
一
二
月
一
七
日
に
連
邦
議
会
国
家
会

議
議
員
に
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
連
邦
区
名
簿
か
ら
当
選
し
て
い
た
が
、

再
度
、
九
六
年
一
二
月
八
日
に
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
知
事
選
挙
で
当
選
し
た

の
で
あ
る
。 

(

1) 

2

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ス
ー
ミ
ン
は
、
や
は
り
九
三
年
四
月
二
五
日
に
チ
ェ

リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
州
知
事
に
当
選
し
た
が
、
実
は
、
こ
の
選
挙
そ
の
も
の

が
検
察
庁
、
州
裁
判
所
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、
大
統
領
令
に
よ
っ
て
そ

の
措
置
が
追
認
さ
れ
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
ス
ー
ミ
ン
と
、
九
一
年
一
〇

月
二
四
日
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
ヴ
ァ
ジ
ム
・
ソ

ロ
ヴ
ィ
ヨ
ー
フ
知
事
と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
て
い
た
が
、
九
三
年
一
〇

月
二
二
日
、
大
統
領
が
改
め
て
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
ー
フ
の
知
事
権
限
を
承
認

し
、
ス
ー
ミ
ン
は
い
わ
ば
非
公
認
の
知
事
職
か
ら
追
わ
れ
た
。
そ
の
後

ス
ー
ミ
ン
は
、
九
五
年
一
二
月
一
七
日
、
ユ
ー
リ
ー
・
ス
コ
ー
コ
フ
と

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ
を
指
導
者
と
す
る
「
ロ
シ
ア
人
共
同
体

会
議
」
の
候
補
者
と
し
て
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
州
か
ら
連
邦
議
会
国
家

会
議
議
員
に
当
選
し
て
い
た
が
、
改
め
て
九
六
年
一
二
月
二
二
日
、
ブ

リ
ャ
ン
ス
ク
知
事
に
当
選
し
た
の
で
あ
る
。 

(

14) 

(

15) 

(
) 16

3
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  ア
ド
ゥ
ィ
ゲ
ア
共
和
国

 
カ
バ
ル
ジ
ノ
・
バ
ル
カ

ア
共
和
国

 
リ

マ
リ
ー
・
エ
ル
共
和
国

 
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
チ
ア
）
共
和
国

 
タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国

 
ト
ゥ
ィ
ヴ
ァ
共
和
国

 
ハ
カ
シ
ア
共
和
国

 
チ
ェ
チ
ニ
ア
共
和
国

 
ア
ル
タ
イ
辺
区

 
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
辺
区

 
ス
タ
ー
ヴ
ロ
ポ
リ
辺
区

 
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
辺
区

 
ア
ム
ー
ル
州

 
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
州

 
ア
ス
ト
ラ
ハ
ニ
州

 
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
州

 
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
州

 
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
州

 
ヴ
ォ
ロ
グ
ダ
州

 
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
州

 
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
州

 
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州

カ
ル
ー
ガ
州

 
 

カ
ム
チ
ャ
ト
カ
州

 
キ
ー
ロ
フ
州

 
コ
ス
ト
ロ
マ
州

 
ク
ル
ガ
ン
州

 
ク
ル
ス
ク
州

 
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州

 

連
邦
構
成
主
体

 

ア
ス
ラ
ン
・
ジ
ャ
リ
モ
フ

 
ヴ
ァ
レ
ー
リ
ー
・
コ
ー
コ
フ

 
ヴ
ャ
チ
ス
ラ
ー
フ
・
キ
ス
リ
ー
ツ
ィ
ン

 
ミ
ハ
イ
ー
ル
・
ニ
コ
ラ
ー
エ
フ

 
ミ
ン
チ
メ
ル
・
シ
ャ
イ
ミ
エ
フ

 
シ
ェ
リ
グ
＝
オ
ー
ル
・
オ
ー
ル
ジ
ャ
ク

 
ア
レ
ク
セ
ー
イ
・
レ
ベ
ジ

 
ア
ス
ラ
ン
・
マ
ス
ハ
ー
ド
フ

 
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
ス
ー
リ
コ
フ

 
ニ
コ
ラ
ー
イ
・
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
ン
コ

 
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
チ
ェ
ル
ノ

ー
ロ
フ

 
ゴ

ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
イ
シ
ャ
ー
エ
フ

 
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
ベ
ロ
ノ
ゴ
フ

 
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
イ
ェ
フ
レ
ー
モ

 
フ

ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
グ
ジ
ュ
ヴ
ィ
ン

 
ユ
ー
リ
ー
・
ロ
ト
キ
ン

 
ニ
コ
ラ
ー
イ
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ

 
ニ
コ
ラ
ー
イ
・
マ
ク
シ
ュ
タ

 
ヴ
ャ
チ
ス
ラ
ー
フ
・
ポ
ズ
ガ
レ
フ

 
イ
ヴ
ァ
ー
ン
・
シ
ャ
バ
ー
ノ
フ

 
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ー
フ
・
チ
ホ
ミ
ー
ロ
フ

 
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ゴ
ル
ベ
ン
コ

 
ヴ
ァ
レ
ー
リ
ー
・
ス
ダ
レ
ン
コ
フ

 
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ビ
リ
ュ
コ
ー
フ

 
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
セ
ル
ゲ
ー
エ
ン
コ
フ

 
ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
シ
ェ
ル
シ
ュ
ノ
フ

 
オ
レ
グ
・
ボ
ゴ
モ
ー
ロ
フ

 
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
ル
ツ
コ
イ

 
ヴ
ァ
ジ
ム
・
グ
ス
ト
フ

 

当
選
者

 

58 
99 
59 
60 
97 

50
上

 
以71 
59 
49 
82 
55 
77 
61 
58 
52 
55 
63 
51 
81 
49 
50 
50 
63 
61 
50 
64 
67 
79 
53  

得
票
率

 
（
％
）

 
97.1.12  
97.1.12
97.1.4 

 
96.12.22
96.3.24 
97.3.16 
96.12.22 
97.1.27 
96.12.1 
96.12.22 
96.11.17 
96.12.8 
97.3.23 
96.12.22 
96.12.8 
96.12.8 
96.12.8 
96.12.29 
96.10.6 
96.12.8  
96.12.1
96.10.20 
96.11.9 
96.12.1 
96.10.20 
96.12.22 
96.12.8 
96.10.2

 0
96.9.29  

選
出
日

 

再
選

 
再
選

 
上
院

議
院

 
再
選

 
再
選

 
再
選

 
下
院

議
員

 
共
和

国
首
相

 
辺
区

議
会
議
長

 
上
院

議
員

 
下
院

議
員

 
再
選

 
州
議

会
議
長

 
再
選

 
再
選

 
下
院

議
員

 
州
議

会
議
長

 
市
議

会
議
長

 
再
選

 
州
議

会
議
長

 
再
選

 
カ
リ

ー
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
港

湾
長

 
州
議

会
議
長

 
再
選

 
下
院

議
員

 
州
議

会
副
議
長

 
州
議

会
議
長

 
前
副

大
統
領

 
州
議

会
議
長

 前
職

 

  
N

PSR 
   

レ
ジ

 
ベ 

N
PSR 

N
PSR 

N
PSR 

 
N

PSR 
  

N
PSR 

N
PSR 

N
PSR 

 
N

PSR 
 ＊

N
PSR 

  
N

PSR 
N

PSR 
N

PSR 
N

PSR  
＊

 

支
持
団
体

 

35/61 
64/33 
41/53 
65/30 
62/32 
63/32 
47/47 
73/22 
39/56 
44/52 
41/54 
59/34 
41/53 
64/28 
47/48 
36/59 
52/42 
44/51 
64/29 
37/58 
53/39  
58/35
49/46 
62/30 
51/42 
50/43 
43/50 
36/59 
61/32  

大
統
領
選
挙
決
選
投

エ
リ
ツ
ィ
ン
／
ジ
ュ

第
１
表
 

1996
年

1
月
か
ら

97
年

3
月
に
か
け
て
公
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
連
邦
構
成
主
体
の
首
長

 

票
（
％
）

 
ガ
ー
ノ
フ
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ガ
ダ
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マ
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ミ

ス
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ス
ト

ャ
ザ

マ
ラ

ラ
ト

ハ
リ

ゥ
ー

ュ
メ

リ
ヤ

ェ
リ

タ
州

ス
ク

ン
ク

ダ
ヤ

ギ
ン

ミ
・

リ
ャ

ネ
ツ

イ
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治
管

ス
チ

治
管

ン
ト

ュ
コ

ヴ
ェ

マ
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（
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（
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ン
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フ
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フ
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ニ
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ン
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ラ
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ニ

州
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ャ

ビ
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 ワ
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ト
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リ
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ペ
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ミ
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ー
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ィ
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ガ
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・
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ネ

ツ
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区
 

・
オ

ル
ダ
・

ブ
リ

ャ
ー

チ
ア

 
区

 
ゥ

ィ
・
マ
ン

シ
ー

自
治

管
区

 
ト

自
治
管
区

 
ン

キ
自
治
管

区
 

・
ネ

ネ
ツ
自

治
管
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ヴ
ァ

レ
ン

チ
ー

ン
・
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ヴ

ェ
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コ
ー
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ユ
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リ
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イ

ェ
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キ
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モ
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ゲ
ン

ナ
ー

ジ
ー
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イ
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イ
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ュ
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ヴ
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リ
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ユ
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リ
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・

ゴ
リ

ャ
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チ
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ピ
ョ

ー
ト

ル
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ス
ー

ミ
ン

 
ラ

ヴ
ィ

ル
・

ゲ
ニ

ア
ト

ゥ
リ

ン
 

ユ
ー

リ
ー

・
ル

シ
コ

ー
フ

 
ヴ

ラ
ジ

ー
ミ

ル
・

ヤ
コ

ヴ
レ

フ
 

ニ
コ

ラ
ー

イ
・

ヴ
ォ

ー
ル

コ
フ

 
バ

イ
ル

・
ジ

ャ
ム

ス
ー

エ
フ

 
ニ

コ
ラ

ー
イ

・
ポ

ル
ヤ
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ノ

フ
 

ヴ
ァ

レ
ン

チ
ナ

・
ブ

ロ
ニ

エ
ヴ

ィ
チ

 
ヴ

ラ
ジ

ー
ミ

ル
・

ブ
ー

ト
フ

 
 ゲ

ン
ナ

ー
ジ

ー
・

ネ
ジ

ェ
ー

リ
ン

 
  ヴ

ァ
レ

ー
リ

ー
・

マ
レ

ー
エ

フ
 

ア
レ

ク
サ

ー
ン

ド
ル

・
フ

ィ
リ

ペ
ー

ン
コ

 
ア

レ
ク

サ
ー

ン
ド

ル
・

ナ
ザ

ー
ロ

フ
 

ア
レ

ク
サ

ー
ン

ド
ル

・
ボ

コ
ヴ

ィ
コ
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ユ
ー

リ
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ネ
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46 
44 
65 
56 
62 
56 
63 
80 
39 
63 
59 
43 
54 
31 
90 
47 
70 
45 
70 
46 
49 

 
64 

 
37 

 
72 
63 
51 
69  

96.11.3 
96.12.1 
96.12.22
96.11.3  

96.9.29 
96.12.22 
96.12.1
96.9.1  

96.10.20
97.3.23  

97.1.12 
96.12.22 
96.12.22 
96.10.27 
96.6.16
96.6.2  

96.10.20
97.2.23  

96.11.17 
96.11.17 
96.12.13 
 96.12.22 
 6.11.17 
9 96.10.27 
96.12.12 
97.3.16 
96.10.13 

下
院
議
員

 
州
産
業
企
業
家
同
盟
総
裁

 
再
選

 
下
院
議
員

 
再
選

 
会
計
検
査
院
検
査
官

 
再
選

 
再
選

 
再
選

 
コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長

 
再
選

 
再
選

 
下
院
議
員

 
再
選

 
再
選

 
第
１
副
市
長

 
再
選

 
下
院
議
員

 
再
選

 
カ
ム
チ
ャ
ト
カ
州
選
挙
委
議
長

 
自
治
管
区
議
会
議
員

 
 再
選

 
 ソ
フ
ホ
ー
ズ
長

 
 再
選

 
再
選

 
自
治
管
区
議
会
議
長

 
再
選

 

＊
 

レ
ジ

 
ベ 
自
民

 
51/44 
N

PSR 
   

N
PSR 

  
N

PSR 
      ＊
 

＊
    ＊
      

）
 N

PSR
は
ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟
の

支
持
候
補
，

レ
ベ
ジ
は
ア

レ
ク

サ
ー
ン
ド

ル
・

レ
ベ

ジ
前
安
全

保
障

会
議

事
務
局
長

の
支
持
候

補
，
自
民

は
ロ
シ
ア
自

由
民
主
党
の

支
持

候
補

，
＊

は
与

党
系

無
所

属
．

 
所
）

 Вест
ник Ц

ент
ралъной избират

елъной комиссии Российской Ф
едераиии, N

o.2(44), 1997, c.45-49; Laura Belin, “All sides claim
 victory in 1996 gubernato-

rial elections,” Transition, 21 February 1997, p.26.を
も
と
に
筆
者
が
手
を
加
え
た
．
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45/48 

 
43/52 
52/43 
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49/
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74/20 
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１
表
つ
づ
き
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な
お
、
九
三
年
一
〇
月
事
件
に
お
い

年
一
〇
月
三
日
に
副
大
統
領
を
解
任
さ

ド
ル
・
ル
ツ
コ
イ
は
、
九
四
年
二
月
二

恩
赦
決
議
に
よ
る
釈
放
後
、
政
治
活
動

を
率
い
て
九
五
年
一
二
月
の
国
家
会
議

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
九
六
年
一
〇
月

の
知
事
選
挙
で
当
選
、
公
職
に
復
帰
し
た
。 

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
候
補
者
で
は
「
無
党
派
」
の
経
営
者
・
企
業

家
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
当
選
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
カ
リ
ー
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
ム
ル
マ
ン
ス
ク
州
、
ウ
ス
チ
・
オ
ル
ダ
・
ブ
リ
ャ
ー

チ
ア
自
治
管
区
で
選
出
さ
れ
た
三
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ム
ル
マ
ン

ス
ク
州
選
出
の
イ
ェ
フ
ド
キ
ー
モ
フ
を
除
く
二
名
と
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
州
の
グ
ス
ト
フ
、
マ
ガ
ダ
ン
州
の
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
ー
フ
、
コ
リ
ャ
ー
ク

自
治
管
区
の
ブ
ロ
ニ
エ
ヴ
ィ
チ
、
ネ
ネ
ツ
自
治
管
区
の
ブ
ー
ト
フ
ら
は
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を
支
持
し
て
お
り
、
彼
ら
の
う
ち
何
人
か
は
、
エ
リ

ツ
ィ
ン
と
協
力
関
係
に
あ
る
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
シ
ュ
メ
イ
コ
前
連
邦
議

会
連
邦
会
議
議
長
と
彼
の
政
治
団
体｢

改
革
‐
新
路
線｣

に
よ
っ
て
支
持

さ
れ
て
い
た
。 

(

1) 

前
安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ
に
よ
っ

て
支
持
さ
れ
て
い
た
当
選
者
も
い
る
。
ハ
カ
シ
ア
共
和
国
首
相
に
選
出

さ
れ
た
ア
レ
ク
セ
ー
イ
・
レ
ベ
ジ(

一
九
五
五
年
四
月
一
四
日
生
ま
れ)

部
と
な
っ
て
い
る
「
ロ
シ
ア
人
共
同
体
会
議
」
指
名
候
補
と
し
て
で
は

な
く
、
無
所
属
で
立
候
補
し
当
選
し
て
い
た
が
、
九
六
年
一
二
月
二
二

日
、
ハ
カ
シ
ア
共
和
国
首
相(

公
選)

に
当
選
し
た
。
彼
は
自
分
の
当
選

を
ハ
カ
シ
ア
選
出
下
院
議
員
と
し
て
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
し

て
い
る
が
、
兄
の
人
気
を
最
大
限
に
利
用
し
た
と
言
え
る
。
ム
ル
マ
ン

ス
ク
州
の
イ
ェ
フ
ド
キ
ー
モ
フ
は
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ
の｢

名

誉
と
祖
国｣

の
指
名
候
補
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
四
六
年
一
月
一
日
生

ま
れ
で
ム
ル
マ
ン
ス
ク
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
長
の
経
歴
を
持
つ
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
保
守
的
な
政
治
家
で
あ
る
が
、
今
回
、
共
産
党
系
の
候
補

と
し
て
で
は
な
く
、
レ
ベ
ジ
の
支
持
を
バ
ッ
ク
に
立
候
補
し
た
の
は
、

ム
ル
マ
ン
ス
ク
州
で
は
、
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
の
際
に
は
、
レ
ベ
ジ

の
得
票
率
は
二
五
・
四
三
％
で
、
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ
の
一
二
・
〇
九
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
レ
ベ
ジ
の
人
気
が
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
を

考
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

(

19) 

(

2) 

8

ジ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
率
い
る
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
候
補
者
が
唯
一
当
選 

0

 

(

て
議
会
側
に
与
し
た
た
め
に
同

れ
逮
捕
さ
れ
た
ア
レ
ク
サ
ー
ン

三
日
の
連
邦
議
会
国
家
会
議
の

を
再
開
、
政
治
団
体
「
大
国
」

選
挙
に
出
馬
し
た
が
当
選
で
き

二
〇
日
、
郷
里
の
ク
ル
ス
ク
州

17) 

は
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ(

五
〇
年
四
月
二
○
日

歳
年
下
の
弟
で
あ
る
。
二
人
は
経
歴
も
よ
く
似
て
お
り

ー
ン
ド
ル
と
同
様
、
弟
ア
レ
ク
セ
ー
イ
も
リ
ャ
ザ
ニ
空

官
学
校
を
卒
業
し
た
職
業
軍
人
で
、
階
級
は
兄
が
中
将

あ
る
。
弟
ア
レ
ク
セ
ー
イ
は
、
九
五
年
一
二
月
の
連
邦

(

下
院)

選
挙
に
ハ
カ
シ
ア
選
挙
区
か
ら
、
兄
ア
レ
ク
サ

生
ま
れ)

の
五

、
兄
ア
レ
ク
サ

挺
指
揮
高
等
士

、
弟
が
大
佐
で

議
会
国
家
会
議

ー
ン
ド
ル
が
幹
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し
た
プ
ス
コ
フ
州
は
、
も
と
も
と
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
の
も
っ
と
も
強

力
な
地
盤
と
す
る
地
域
で
、
一
九
九
三
年
一
二
月
の
連
邦
議
会
国
家
会

議
選
挙
で
は
、
単
独
議
席
選
挙
区
で
、
今
回
知
事
に
選
出
さ
れ
た
イ
ェ

ヴ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ミ
ハ
ー
イ
ロ
フ
が
二
九
・
八
九
％
の
得
票
率
で
当
選
し
、

連
邦
区
で
も
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
の
得
票
率
が
四
三
・
〇
一
％
で
あ
っ

た
。
九
五
年
一
二
月
の
国
家
会
議
選
挙
で
は
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
は
大

き
く
得
票
を
減
ら
し
、
プ
ス
コ
フ
選
挙
区
で
も
ミ
ハ
ー
イ
ロ
フ
は
落
選

し
た
が
、
連
邦
区
か
ら
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
た
。
ミ
ハ
ー
イ
ロ
フ
は

決
選
投
票
で
は
地
元
の
共
産
党
員
の
支
持
も
受
け
て
い
た
。 

(

21) 

(
) 

(
) 

未
公
選
の
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
選
挙
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
の

は
、
一
九
九
七
年
三
月
二
三
日
、
ト
ゥ
ー
ラ
州
知
事
選
挙
で
あ
っ
た
。

一
一
名
の
候
補
者
の
な
か
か
ら
当
選
し
た
の
は
、
九
一
年
八
月
ク
ー
デ

タ
ー
未
遂
事
件
を
お
こ
し
た
国
家
非
常
事
態
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、｢

レ
ー
ニ
ン｣

コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ス
タ
ロ
ド
ゥ
プ

ツ
ェ
フ
で
あ
っ
た
。
彼
の
得
票
率
は
六
二
・
五
％
で
、
次
点
の
「
ツ
ェ

ン
ト
ル
ガ
ス
」
社
長
ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
得
票
率
一

五
％
を
大
き
く
引
き
離
す
大
勝
利
で
あ
っ
た
。
現
職
の
ニ
コ
ラ
ー
イ
・

セ
ブ
リ
ュ
ー
ギ
ン
は
わ
ず
か
五
％
し
か
得
票
で
き
な
か
っ
た
。
ト
ゥ
ー

ラ
は
、
か
つ
て
当
地
の
空
挺
師
団
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・

レ
ベ
ジ
の
牙
城
と
も
言
わ
れ
、
九
五
年
一
二
月
の
議
会
選
挙
に
ト
ゥ
ー

ラ
選
挙
区
で
立
候
補
し
た
レ
ベ
ジ
の
得
票
率
は
四
四
・
七
五
％
で
あ
っ

た
が
、
今
回
、
レ
ベ
ジ
の
推
し
た
ト
ゥ
ー
ラ
市
長
ニ
コ
ラ
ー
イ
・
チ
ャ

グ
リ
ヴ
イ
は
五
％
の
得
票
に
終
わ
っ
た
。 

(
) 

22

23

反
政
府
派
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
「
社
会
主
義
的
経
営
の
採
算
性
」

を
喧
伝
す
る
ス
タ
ロ
ド
ゥ
プ
ツ
ェ
フ
の
勝
利
は
政
界
に
波
紋
を
投
げ
か

け
た
が
、
そ
の
経
済
的
成
功
は
ウ
オ
ッ
カ
の
製
造
販
売
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
彼
の
経
営
は
「
社
会
主
義
的
」
で
あ
る
と
皮
肉
ら

れ
る
一
方
で
、
新
興
銀
行
家
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ポ
タ
ー
ニ
ン
と
も
良
好

な
関
係
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
彼
の
勝
利
は
い
か
に
も
ロ
シ
ア

的
な
話
で
あ
る
。
も
っ
と
も
彼
の
政
界
復
帰
は
九
三
年
一
二
月
、
連
邦

議
会
連
邦
会
議(

上
院)

に
ト
ゥ
ー
ラ
州
か
ら
選
出
さ
れ
た
と
き
に
果
た

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
は
農
業
食
糧
省
と
の
関
係
も
で
き
、
ま
た
上
院

農
業
政
策
委
員
と
し
て
の
活
動
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
ロ
シ
ア

連
邦
農
民
同
盟
議
長
と
し
て
の
活
動
実
績
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。 

(

25) 

（
３
） 

連
邦
中
央
の
対
立
関
係
と
地
方 

連
邦
構
成
主
体
の
首
長
選
挙
は
、
全
体
と
し
て
、
現
職(

＝
政
権
党)

と
反
対
派(

＝
ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟)

と
の
対
決
な
い
し
は
紅
白
戦(

紅

＝
赤
＝
共
産
党)

と
み
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
一
九
九
六
年
の
大
統
領
選

挙
の
際
に
は
、
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ(

共
産
党)

が
勝
利
す
れ
ば
ロ
シ
ア
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
、
暗
黒
時
代
へ
の
逆
戻
り
だ
、
と
い
っ
た
反
共
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
張
ら
れ
た
。
し
か
し
、
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
選
挙
で
は
、 

24
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反
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
そ
れ
ほ
ど
有
効
な
戦
術
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
当
選
し
た
共
産
党
系
の
首
長
も
当
選

後
す
ぐ
に
連
邦
中
央
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る
と

い
う
。
連
邦
構
成
主
体
の
執
行
機
関
は
、
最
終
的
に
は
連
邦
執
行
機
関

に
従
属
せ
ざ
る
を
え
な
い
立
場
に
あ
る
が
、
連
邦
中
央
へ
の
納
税
、
連

邦
中
央
か
ら
の
交
付
金
、
当
該
領
域
内
に
あ
る
資
産
や
地
下
資
源
の
管

轄
権
、
連
邦
と
連
邦
構
成
主
体
と
の
間
の
権
限
分
割
と
い
っ
た
行
政
的

な
い
し
財
政
上
の
諸
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
地
元
の
利
益
を
守
り
つ
つ
、

連
邦
中
央
と
駆
け
引
き
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

連
邦
構
成
主
体
の
首
長
に
は
、
い
た
ず
ら
に
連
邦
中
央
と
対
立
す
る
こ

と
は
避
け
た
ほ
う
が
無
難
で
あ
る
と
い
う
思
惑
も
働
い
て
い
る
の
で
あ

る
。 

(

26) し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
選
挙
結
果
は
、
連
邦
中
央
の
左
右
の
対
立
と
ま

っ
た
く
無
関
係
で
は
な
い
。
連
邦
構
成
主
体
首
長
選
挙
の
結
果
と
、
一

九
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
の
決
選
投
票
に
お
け
る
エ
リ
ツ
ィ
ン
と
ジ
ュ

ガ
ー
ノ
フ
の
得
票
率
と
を
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
ロ
シ
ア
国
民
愛
国

同
盟
指
名
候
補
が
勝
利
し
て
い
る
連
邦
構
成
主
体
は
、
お
お
む
ね
ジ
ュ

ガ
ー
ノ
フ
が
強
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ロ
シ
ア
国
民

愛
国
同
盟
指
名
候
補
の
勝
利
し
た
一
七
連
邦
構
成
主
体
の
う
ち
、
マ
リ

ー
・
エ
ル
共
和
国
、
ア
ル
タ
イ
辺
区
、
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
辺
区
、
ス
タ

ー
ヴ
ロ
ポ
リ
辺
区
、
ア
ム
ー
ル
州
、
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
州
、
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ

ラ
ー
ド
州
、
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
州
、
ク
ル
ガ
ン
州
、
ク
ル
ス
ク
州
、
リ
ャ
ザ

ニ
州
な
ど
一
一
連
邦
構
成
主
体
が
そ
う
し
た
地
域
で
あ
る
。
逆
に
、
共

産
党
勢
力
が
と
り
わ
け
強
い
中
央
ロ
シ
ア
地
域
で
、
ロ
シ
ア
国
民
愛
国

同
盟
指
名
候
補
が
敗
北
し
、
現
職
が
再
選
さ
れ
た
典
型
的
事
例
は
、
ウ

リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
州
で
あ
る
。
こ
の
州
で
現
職
の
ユ
ー
リ
ー
・
ゴ
リ
ャ
ー

チ
ェ
フ
知
事
が
支
持
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
基
本
食
料
品
の
価
格
を
統
制

価
格
と
し
て
い
る
な
ど
の
政
策
が
左
翼
的
志
向
の
強
い
市
民
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。 

(

27) 

大
統
領
選
挙
の
際
に
、
概
し
て
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ
が
弱
く
、
エ
リ
ツ
ィ

ン
が
強
か
っ
た
共
和
国
や
自
治
管
区
地
域
で
は
マ
リ
ー
・
エ
ル
共
和
国

を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
現
職
か
、
も
し
く
は
非
共
産
党
系
の
新
人
が

当
選
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
非
共
産
党
系
の
新
人
と
は
、
ハ
カ
シ
ア

共
和
国
の
レ
ベ
ジ
弟
、
ア
ギ
ン
・
ブ
リ
ャ
ー
チ
ア
自
治
管
区
の
ジ
ャ
ム

ス
ー
エ
フ
、
コ
リ
ャ
ー
ク
自
治
管
区
の
ブ
ロ
ニ
エ
ヴ
ィ
チ
、
ネ
ネ
ツ
自

治
管
区
の
ブ
ー
ト
フ
、
ウ
ス
チ
・
オ
ル
ダ
・
ブ
リ
ャ
ー
チ
ア
自
治
管
区

の
マ
レ
ー
エ
フ
、
エ
ヴ
ェ
ン
キ
自
治
管
区
の
ボ
コ
ヴ
ィ
コ
フ
を
指
す
。 

ジ
ャ
ム
ス
ー
エ
フ
は
、
一
九
五
九
年
一
月
二
九
日
生
ま
れ
の
ブ
リ
ャ

ー
ト
人
で
、
ソ
連
時
代
、
ア
ギ
ン
・
ブ
リ
ャ
ー
チ
ア
自
治
管
区
に
お
け

る
ソ
連
邦
共
産
党
幹
部
と
し
て
活
動
し
、
最
終
的
に
は
管
区
党
委
員
会

第
一
書
記
ま
で
務
め
た
が
、
ソ
連
邦
共
産
党
解
体
後
は
、
ロ
シ
ア
政
府

の
同
管
区
常
駐
代
表
に
就
任
、
そ
の
後
、
九
三
年
一
二
月
の
連
邦
議
会 
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国
家
会
議(

下
院)

議
員
選
挙
に
無
所
属
で
当
選
し
、
院
内
会
派
「
新
地

域
政
策
」
に
加
わ
っ
て
い
た
。
同
地
域
の
ボ
ス
的
存
在
で
は
あ
る
が
、

も
ち
ろ
ん
反
政
府
的
立
場
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

ブ
ロ
ニ
エ
ヴ
ィ
チ
は
、
五
六
年
一
月
二
五
日
生
ま
れ
の
北
方
少
数
民

族
イ
テ
リ
メ
ン
人
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の
女
性
知
事
で
あ
る
。
彼

女
は
、
ソ
連
時
代
、
カ
ム
チ
ャ
ト
カ
州
人
民
裁
判
所
判
事
、
コ
リ
ャ
ー

ク
自
治
管
区
裁
判
所
副
議
長
、
コ
リ
ャ
ー
ク
自
治
管
区
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執

行
委
員
会
議
長
な
ど
を
歴
任
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執
行
委
員
会
の
機
能
が
停

止
さ
れ
て
か
ら
は
、
企
業
の
顧
問
弁
護
士
な
ど
を
務
め
て
い
た
。
そ
の

後
、
カ
ム
チ
ャ
ト
カ
州
選
挙
委
員
会
議
長
に
就
任
し
て
い
た
が
、
今
回
、

自
ら
知
事
選
挙
に
立
っ
た
。 

ブ
ー
ト
フ
は
、
五
八
年
四
月
一
〇
日
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
人
で
、
コ
ル

ホ
ー
ズ
長
、
企
業
勤
務
の
経
歴
を
も
ち
、
前
職
は
ネ
ネ
ツ
自
治
管
区
議

会
議
員
で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
エ
フ
は
、
六
四
年
五
月
二
八
日
生
ま
れ
の

ロ
シ
ア
人
で
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
長
か
ら
の
転
身
で
あ
る
。
ブ
ー
ト
フ
、
マ

レ
ー
エ
フ
と
も
、
政
治
家
と
し
て
の
活
動
経
験
よ
り
は
経
済
分
野
で
の

活
動
や
経
験
が
当
選
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ボ
コ

ヴ
ィ
コ
フ
に
つ
い
て
は
自
治
管
区
議
会
議
長
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
の
経

歴
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

（
４
） 

選
挙
結
果
に
対
す
る
選
挙
制
度
の
影
響 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
連
邦
構
成
主
体
首
長
選
挙
に
関
す
る
統
一
的

な
選
挙
法
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
各
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
の
選
出
手

続
き
は
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
お
よ
び
「
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
の
選
挙
権
の
基

本
的
保
障
に
つ
い
て
の
法
律
」
の
枠
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
邦

構
成
主
体
が
独
自
に
定
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
選
挙
結
果
に
重
要
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
第
一
回
目
の
投
票
で
の
最
多
得
票
者
を
即
当

選
者
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
選
挙
法
と
同
様
に
、

最
多
得
票
者
の
得
票
率
が
五
〇
％
以
下
の
場
合
は
上
位
二
名
に
よ
る
決

選
投
票
を
実
施
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

サ
ハ
リ
ン
州
（
三
九
％
）
、
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
州
（
四
三
％
）
、
チ
タ
州

(

三
一
％) 

な
ど
は
い
ず
れ
も
低
得
票
率
で
現
職
が
再
選
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
連
邦
構
成
主
体
で
は
、
第
一
回
目
の
投
票
で
の
最
多
得

票
者
を
当
選
者
と
す
る
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
決
選
投
票

を
実
施
す
る
制
度
で
は
、
野
党
勢
力
が
現
職
を
落
と
す
た
め
に
い
わ
ゆ

る
二
・
三
位
連
合
な
ど
を
組
織
し
て
、
現
職
が
落
選
す
る
ケ
ー
ス
が
ま

ま
お
こ
り
う
る
。 

一
九
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
第
一
回

目
の
投
票
で
は
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ
共
産
党
議
長
に
対
し
て
僅
差
の
勝
利
で

あ
っ
た
た
め
、
第
一
回
目
の
投
票
で
得
票
率
第
三
位
で
あ
っ
た
レ
ベ
ジ

を
味
方
に
引
き
入
れ
て
決
選
投
票
に
臨
み
、
再
選
を
果
た
し
た
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
は
、
も
し
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ
と
レ
ベ
ジ
が
連
合
し
て
い
た
な

ら
ば
、
決
選
投
票
に
お
い
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
敗
北
し
た
か
も
し
れ
な
い 
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とおしい
る
。
そ
れ
ら
の
現
職
候
補
は
、
第
一
回
目
の
投
票
で
、
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ

ラ
ー
ド
州
で
は
三
七
％
、
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
で
は
三
一
％
、
ム

ル
マ
ン
ス
ク
州
で
は
三
二
％
、
プ
ス
コ
フ
州
で
は
三
一
％
、
ネ
ネ
ツ
自

治
管
区
で
は
四
三
％
の
票
を
得
な
が
ら
、
決
選
投
票
で
は
敗
れ
て
い
る

の
で
あ

。 

る

（
５
） 

展 

望 

連
邦
議
会
連
邦
会
議(

上
院)

は
、
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
と
議
会
議

長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
構
成
主
体
の
首

長
の
交
代
は
、
同
時
に
上
院
メ
ン
バ
ー
の
交
代
を
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
選
挙
は
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
に
お
け

る
域
内
政
治
、
あ
る
い
は
当
該
連
邦
構
成
主
体
と
連
邦
中
央
と
の
関
係

と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
統
領
・
政
府
と
上
院
お
よ
び
下
院
と

い
う
、
連
邦
中
央
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
に
直
結
し
て
い
る
。
連
邦

構
成
主
体
の
首
長
選
挙
の
結
果
、
ロ
シ
ア
国
民
愛
国
同
盟
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
た
首
長
が
少
な
く
と
も
一
七
名
、
そ
の
他
若
干
名
の
反
政
府
派

支
持
の
首
長
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
上
院
の
政
府
に
対
す
る
姿
勢

を
幾
分
か
は
反
政
府
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

害
で
動
く
権
力
機
関
で
あ
る
。 

し
か
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア
で
は
、
政
権
側
で
あ
れ
野
党
側
で

あ
れ
、
中
央
お
よ
び
地
方
の
政
治
家
や
行
政
機
関
の
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ

ー
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
制
度
化
さ
れ

て
お
ら
ず
、
個
人
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
野
党
的
立
場
か
ら
与

党
的
立
場
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
イ
ヴ
ァ
ー
ン
・
ル
ィ
プ
キ
ン
安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
は
、

一
九
九
〇
年
三
月
、
ソ
連
邦
共
産
党
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
州
委
員
会
第

二
書
記
の
と
き
に
ロ
シ
ア
連
邦
人
民
代
議
員
に
選
出
さ
れ
、
非
改
革
派

の
院
内
会
派
「
ロ
シ
ア
共
産
主
義
者
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
ソ
連
邦

崩
壊
後
は
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
中
央
執
行
委
員
会
幹
部
会
副
議
長
と
し

て
、
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ
ら
と
と
も
に
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
指
導
部
を
形
成

し
て
い
た
。
九
三
年
一
〇
月
事
件
後
、
一
二
月
の
新
議
会
選
挙
で
は
、

ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
の
別
働
隊
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
農
業
党
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
下
院
選
挙
戦
を
戦
い
、
当
選
後
、
自
由
民
主
党
、
農

業
党
、
共
産
党
な
ど
野
党
勢
力
を
と
り
ま
と
め
る
か
た
ち
で
下
院
議
長

に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
穏
健
派
と
し
て
議
会
と
政
府
と 

 

票(
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
さ
に
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
選
挙
に

い
て
、
こ
の
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
フ
・
レ
ベ
ジ
連
合
的
な
野
党
連
合
が
成
立

て
、
第
一
回
目
の
投
票
で
最
多
得
票
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
選
投

で
敗
北
し
た
現
職
候
補
が
少
な
く
と
も
五
名
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

28) 

推
測
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
構
成

主
体
の
首
長
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
的
利
害
の
代
表
者
と
し
て
振
る
舞

い
、｢

モ
ス
ク
ワ
に
い
る
反
対
派｣

と
は
異
な
る
政
治
姿
勢
を
も
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
上
院
は
や
は
り
依
然
と
し
て
下
院
と
は
異
な
る
利
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の
調
停
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、
九
五
年
一
二
月
の
下
院
選
挙
で
は

中
道
派
を
標
傍
、
結
局
、
レ
ベ
ジ
解
任
後
に
安
全
保
障
会
議
事
務
局
長

と
し
て
政
権
入
り
し
て
い
る
。 

ま
た
、
イ
ェ
ゴ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
エ
フ
上
院
議
長
は
、
ソ
連
邦
共
産

党
崩
壊
時
、
党
政
治
局
員
兼
書
記
と
い
う
党
員
と
し
て
書
記
長
に
次
ぐ

地
位
に
つ
い
て
い
た
が
、
党
崩
壊
に
よ
り
帰
郷
し
、
公
職
か
ら
離
れ
て

い
た
が
、
九
三
年
四
月
、
オ
リ
ョ
ー
ル
州
知
事
選
挙
に
当
選
し
た
。
こ

の
と
き
彼
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
の
シ
ン
パ
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、

彼
の
当
選
は
、
地
方
に
お
け
る
反
エ
リ
ツ
ィ
ン
勢
力
の
巻
き
返
し
の
始

ま
り
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
は
、
上
院
選
挙
に
も

当
選
し
た
。
し
か
し
彼
は
、
九
五
年
五
月
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
首

相
率
い
る ｢

わ
れ
ら
が
家
‐
ロ
シ
ア｣ 

が
創
設
さ
れ
る
と
、
そ
の
幹
部
の

一
人
と
な
り
、
九
六
年
一
月
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
シ
ュ
メ
イ
コ
の
あ
と

を
継
い
で
上
院
議
長
に
就
任
し
、
大
統
領
、
首
相
な
ど
の
信
頼
も
篤
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

あ
る
い
は
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
リ
ス
ク
州
知
事
の
ヴ
ィ
タ
ー
リ
ー
・
ム
ー
ハ

は
、
八
九
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
ソ
連
邦
共
産
党
同
州
委
員
会
第
一

書
記
、
次
い
で
九
一
年
ま
で
同
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執
行
委
員
会
議
長
と
い

う
典
型
的
な
共
産
党
地
方
幹
部
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
九
一

年
一
一
月
か
ら
九
三
年
一
〇
月
ま
で
知
事
を
務
め
、
い
っ
た
ん
解
任
さ

れ
た
あ
と
、
九
五
年
一
二
月
に
ふ
た
た
び
知
事
に
選
出
さ
れ
た
。
彼
は
、

｢

赤
い
知
事｣

と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
当
選
後
は
、
共
産
主
義
者
と
み

な
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
反
政
府
的

な
い
し
野
党
的
立
場
の
政
治
家
が
、
い
っ
た
ん
公
職
に
就
く
と
穏
健
化

す
る
、
な
い
し
現
実
派
に
な
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
傾

向
は
、
と
り
わ
け
地
方
政
治
家
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
ク
ル
ス
ク
州

知
事
ル
ツ
コ
イ
が
、
第
一
副
首
相
の
チ
ュ
バ
イ
ス
と
良
好
な
関
係
に
あ

る
と
い
う
の
も
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

(

29) 

30) 
(

次
節
で
み
る
よ
う
に
、
一
九
九
七
年
三
月
、
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
州
知
事

で
あ
っ
た
ボ
リ
ー
ス
・
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
が
政
府
の
第
一
副
首
相
に
、
ま

た
サ
マ
ラ
市
長
で
あ
っ
た
ス
ィ
ス
エ
フ
が
副
首
相
に
抜
擢
さ
れ
る
と
い

う
人
事
が
行
な
わ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
市
長
ユ
ー
リ
ー
・
ル
シ
コ
ー
フ
が

ポ
ス
ト
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
有
力
候
補
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
モ

ス
ク
ワ
が
首
都
で
あ
る
と
い
う
点
で
別
格
と
し
て
も
、
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ

も
ま
た
今
や
ポ
ス
ト
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
有
力
候
補
と
も
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
地
方
政
治
家
か
ら
全
連
邦
レ
ベ
ル
の
有
力
政
治
家
へ

と
い
う
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
始
め
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
員
と
し
て
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
自
由
民
主
党
員
と

し
て
、
党
内
で
地
位
を
確
立
し
、
昇
進
し
、
下
院
議
員
と
な
る
こ
と
は
、

有
力
な
野
党
政
治
家
と
な
る
コ
ー
ス
で
は
あ
っ
て
も
、
議
院
内
閣
制
で

な
い
以
上
、
必
ず
し
も
権
力
へ
の
道
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
移
行
期
経
済
の
も
と
で
、
指
導
的
政
治
家
に
対
し
て
よ
り
現
実 
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的
な
行
政
手
腕
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
連
邦
構
成
主
体
あ
る

い
は
地
方
都
市
で
の
首
長
と
し
て
の
成
功(

そ
し
て
そ
れ
は
何
よ
り
も
地

域
に
お
け
る
経
済
的
財
政
的
手
腕
を
意
味
す
る
が)

が
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

（
１
） С

обрание законодат
ельст

ва Российской Ф
едерации, N

o.33, 
1994, Ст.3406.  

（
２
） О составе кандидатов на долж

ности глав исполнительных 
органов государственной власти сбъектов Российской Ф

едера- 
ции, Вест

ник Ц
ент

ральной избират
ельной комиссии Российской 

Ф
едерации, N

o.1(43), 1997, c.114.  

（
３
） Там ж

е, c.114.  

（
４
） Там ж

е, c.115.  

（
５
） Там ж

е, c.115 . 

（
６
） Там ж

е
c.115.

, 
 

（
７
） Там ж

е, c.115.  

（
８
） Там ж

е, c.115.  

（
９
） Там ж

е, c.115.  

（
10
） Там ж

е, c.115.  

（
11
） Там ж

е, c.115.  

（
12
） Доклад Ц
ентральной избирательной комиссии Российской 

Ф
едкрации об итогах вы

боров в органы
 государственной 

власти сбъектов Российской Ф
едкрации и органы

 местного 
самоуправления,  Вест

ник Ц
ент

ральной избират
ельной комиссии 

Рос
ийской Ф

едерации, N
o.2(44), 1997, c.33.  

с

（
13
） С

обрание акт
ов П

резидент
а и П

равит
ельст

ва Российской 

Ф
ед

рации, N
o.39, 27 сентября 1993, Ст.3668.  

е

（
14
） С
обрание акт

ов П
резидент

а и П
равит

ельст
ва Российской 

Ф
ед

рации, N
o.15, 12 апреля 1993, Ст.1246.  

е

（
15
） Ведомост

и Съезда народных деиут
ат
ов РСФ

СР u Bepxoвого 
C

oв
m

a РС
Ф
С
Р, N

o.44, 31 октября 1991, Ст.1473.  
e

（
16
） С

обрание акт
ов П

резидент
а и П

равимельст
ва Российской 

Ф
ед

рации, N
o.43, 25 ок

е
тября 1993, Ст.4088.  

（
17
） Н

езависимая газет
а, 22 октября 1996, c.2.  

（
18
） Laura Belin, “All sides claim

 victory in 1996 gubernato-
rial elections,” Transition, 21 Februay 1997, p. 24. 

（
19
） Ibid., p. 24.  

（
20
） 

上
野
俊
彦｢

ロ
シ
ア
の
一
九
九
五
年
国
家
会
議
議
員
選
挙
と
一
九
九

六
年
大
統
領
選
挙
の
結
果
の
分
析｣

『
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
年
報
』
二
五

 

号
、
一
九
九
六
年
版
、
一
三
九
ペ
ー
ジ
。

（
21
） Российские регионы накануне выборов-95, M

., «Ю
ридитеская 

литература», 1995, c.141.  

（
22
）

ジ
。 

 

上
野
、
前
掲
論
文
、
一
三
九
ペ
ー

（
23
） Laura Belin, op

 cit., p. 24.
.

 

（
24
）С

егодня
 

 
, 25 марта 1997, c.1.

（
25
） С

егодня, 19 марта 1997, c.3.  

（
26
） Laura Belin, op. cit., p. 25.  

（
27
） Ibid., p. 25.  

（
28
）

 
 Ibid., p. 25.

（
29
） Ibid., p. 27.  

（
30
） Ibid., p. 27 . 
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二

（
１
） 
政
府
幹
部
人
事
刷
新
の
時
期 

  

政
府
幹
部
人
事 

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
誕
生
と
い
う
場
合
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
ロ
シ
ア
の

最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
長
に
就
任
し
た
一
九
九
〇
年
五
月
二
九
日
と
す
る

か
、
彼
が
大
統
領
に
当
選
し
た
九
一
年
六
月
一
二
日
も
し
く
は
大
統
領

に
就
任
し
た
同
年
七
月
一
〇
日
と
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
一
応
、
便
宜
的
に
大
統
領
就
任
を
も
っ
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
誕
生

と
し
て
お
く
が
、
そ
う
す
る
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
誕
生
以
来
、
ま
る
六

年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
大
統
領
の
任
期
は
、
九
一
年
六
月
の
選

出
時
の
憲
法
に
よ
れ
ば
五
年
で
あ
っ
た
の
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
昨
年

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
ふ
た
た
び
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
エ

リ
ツ
ィ
ン
は
再
選
を
果
た
し
た
。
九
三
年
一
二
月
一
二
日
の
国
民
投
票

で
採
択
さ
れ
た
現
行
憲
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
の
任
期
は
四
年

と
な
っ
た
の
で
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
夏
ま
で
、
あ
と

三
年
の
任
期
を
残
し
て
、
今
、
二
期
目
の
途
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
六
年
間
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
で
の

政
府
幹
部
人
事
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
（
第
２
表
）
。 

全
体
を
見
渡
し
て
、
政
府
幹
部
人
事
の
大
幅
な
改
造
が
実
施
さ
れ
た

時
期
が
何
回
か
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
初
の
大
幅
な
改
造
は
、
一
九

九
一
年
七
月
一
〇
日
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
就
任
、
八
月
ク
ー
デ
タ

ー
未
遂
事
件
と
そ
れ
に
よ
る
ソ
連
邦
解
体
の
始
ま
り
と
い
う
激
動
の
時

期
、
九
一
年
一
一
月
に
行
な
わ
れ
た
政
府
の
刷
新
で
あ
る
。
第
二
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
現
首
相
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
九
二
年
五

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
副
首
相
ク
ラ
ス
の
補
充
人
事
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
九
二
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
は
、
比
較
的
政
府
人
事
が
動
い

た
時
期
で
は
あ
っ
た
。
第
三
の
改
造
は
、
新
憲
法
採
択
と
新
議
会
発
足

を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
九
四
年
一
月
の
人
事
異
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ

と
、
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
は
、
重
要
な
人
事
異
動
は
少
な
く
、

政
府
は
少
し
ず
つ
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
色
が
強
く
な
る
。
そ
し
て
、

第
四
の
改
造
は
九
六
年
七
月
の
大
統
領
再
選
を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
、

八
月
の
新
政
府
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
政
府
は
、
な
ぜ
か

七
ヵ
月
後
、
副
首
相
ク
ラ
ス
の
大
幅
入
れ
替
え
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
第
五
の
改
造
で
あ
る
。 

一
九
九
一
年
か
ら
九
三
年
ま
で
、
第
一
期
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
前
半

は
、
改
革
の
出
発
に
あ
た
り
、
政
府
の
幹
部
人
事
は
不
安
定
で
あ
り
、

頻
繁
な
人
事
異
動
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
後
半
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
が
首
相
に
就
任
し

て
一
年
ほ
ど
し
た
九
四
年
一
月
二
〇
日
の
人
事
異
動
の
あ
と
は
、
ほ
ぼ

二
年
間
、
政
府
幹
部
の
人
事
異
動
は
非
常
に
少
な
く
、
安
定
し
た
時
期

で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
九
六
年
八
月
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
再
選

後
の
政
府
が
七
ヵ
月
し
か
も
た
な
か
っ
た
こ
と
の
特
異
さ
が
際
立
っ
て 
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第２表 政府主要人事の変遷 
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い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
た
あ
と
で
考
察

す
る
。 

（
２
） 
「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
政
府
の
登
場 

一
九
九
一
年
七
月
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
就
任
後
、
経
済
改
革
を
断

行
す
る
政
府
が
登
場
す
る
大
幅
な
政
府
人
事
刷
新
の
前
兆
は
、
ま
ず
、

九
一
年
七
月
一
五
日
の
オ
レ
グ
・
ロ
ボ
フ
の
第
一
副
首
相
へ
の
就
任
で

あ
っ
た
。
ロ
ボ
フ
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
に
お
け
る
陰
の
中
枢
人
物
で

あ
る
。
彼
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
六
歳
年
下
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
の
一

歳
年
上
の
三
七
年
生
ま
れ
で
、
そ
の
職
歴
を
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
故
郷
で
あ

る
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
彼
は
エ
リ
ツ
ィ

ン
と
同
じ
く
建
設
工
業
部
門
で
働
い
て
い
た
が
、
七
二
年
、
入
党
後
一

年
に
し
て
ソ
連
邦
共
産
党
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
委
員
会
建
設
部
副

部
長
に
就
任
し
て
党
専
従
と
な
っ
た
。
当
時
の
部
長
は
ほ
か
な
ら
ぬ
エ

リ
ツ
ィ
ン
で
あ
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
ロ
ボ
フ
を
党
活
動
に
引
き
入
れ
た

の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
七
五
年
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
州
党
委
員
会

書
記
、
そ
し
て
第
一
書
記
と
昇
進
す
る
と
、
そ
の
後
任
の
建
設
部
長
に

就
任
、
さ
ら
に
八
三
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
州
党
委

員
会
第
一
書
記
の
も
と
で
第
二
書
記
を
務
め
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
一
九

八
五
年
四
月
に
党
中
央
委
員
会
建
設
部
長
、
次
い
で
一
二
月
、
モ
ス
ク

ワ
市
党
委
員
会
第
一
書
記
と
し
て
中
央
政
界
へ
進
出
す
る
と
、
ロ
ボ
フ

も
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
あ
と
を
追
っ
て
八
七
年
七
月
に
ロ
シ
ア
共
和
国
副
首

相
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
政
界
入
り
し
た
。 

し
か
し
、
ロ
ボ
フ
は
、
八
九
年
一
月
か
ら
九
一
年
七
月
ま
で
、
ア
ル

メ
ニ
ア
共
産
党
第
二
書
記
に
転
出
し
た
。
当
時
、
ソ
連
邦
各
共
和
国
の

共
産
党
第
二
書
記
は
通
常
モ
ス
ク
ワ
か
ら
送
り
込
ま
れ
る
の
が
慣
例
で

あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
事
が
い
か
な
る
意
味

を
も
っ
て
い
た
の
か
は
興
味
深
い
。
こ
の
人
事
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
党

内
保
守
派
と
の
対
立
に
敗
れ
て
、
モ
ス
ク
ワ
市
党
第
一
書
記
、
政
治
局

員
候
補
を
解
任
さ
れ
た
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
左
遷
人
事
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
は
ナ
ゴ
ル
ノ
カ
ラ

バ
フ
自
治
州
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
と
事
実

上
の
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
ロ
ボ
フ
に
と
っ
て
も
困
難
な

時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
八
九
年
三
月

に
ソ
連
邦
人
民
代
議
員
に
、
そ
し
て
翌
九
〇
年
三
月
に
ロ
シ
ア
共
和
国

人
民
代
議
員
に
当
選
し
、
九
一
年
六
月
一
二
日
に
ロ
シ
ア
共
和
国
大
統

領
に
選
出
さ
れ
る
や
、
ロ
ボ
フ
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
ワ
に

呼
び
戻
さ
れ
、
七
月
一
五
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
第
一
副
首
相
に
就
任
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
ロ
ボ
フ
は
陰
に
陽
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を

支
え
る
こ
と
に
な
る
。 

ロ
ボ
フ
が
第
一
副
首
相
に
就
任
し
て
ま
も
な
く
、
一
九
九
一
年
八
月

一
九
日
、
ク
ー
デ
タ
ー
が
お
こ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
ク
ー
デ

タ
ー
は
結
果
的
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
事
態
は
ソ
連 
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邦
解
体
へ
と
急
旋
回
し
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
を
実
行
し
た
非
常
事
態
国
家

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
当
時
の
ソ
連
邦
首
相
パ
ヴ
ロ
フ
も
加
わ
っ
て
い

た
た
め
、
九
一
年
九
月
二
六
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
首
相
イ
ヴ
ァ
ー
ン
・

シ
ラ
ー
エ
フ
が
、
事
実
上
の
ソ
連
邦
首
相
職
と
も
言
え
る
ソ
連
邦
経
済

管
理
委
員
会
議
長
へ
転
出
し
た
。
ロ
ボ
フ
は
そ
の
日
か
ら
一
一
月
一
二

日
ま
で
、
首
相
代
行
を
務
め
て
い
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
ク
ー
デ
タ
ー

の
事
後
処
理
、
ノ
ヴ
ォ
オ
ガ
リ
ョ
ヴ
ォ
で
の
新
連
邦
条
約
を
め
ぐ
る
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
駆
け
引
き
、
そ
し
て
ノ
ヴ
ォ
オ
ガ
リ
ョ
ヴ
ォ
・
プ
ロ

セ
ス
へ
見
切
り
を
つ
け
て
独
立
国
家
共
同
体(

Ｃ
Ｉ
Ｓ)

創
設
へ
と
向
か

っ
た
が
、
そ
の
間
ロ
シ
ア
の
経
済
改
革
へ
向
け
て
、
一
一
月
六
日
、
政

府
の
刷
新
を
断
行
し
た
。
第
一
副
首
相
に
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
・
ブ
ル
ブ
リ

ス(

当
時
四
六
歳)

、
経
済
政
策
担
当
副
首
相
兼
経
済
財
務
相
に
イ
ェ
ゴ

ー
ル
・
ガ
イ
ダ
ー
ル(

当
時
三
五
歳)

、
社
会
政
策
担
当
副
首
相
兼
労
働

国
民
雇
用
相
に
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
シ
ョ
ー
ヒ
ン(

当
時
三
九
歳)

が

就
任
し
、
や
や
遅
れ
て
一
二
月
一
二
日
、
法
律
政
策
担
当
副
首
相
に
セ

ル
ゲ
ー
イ
・
シ
ャ
フ
ラ
イ(

当
時
三
五
歳)

が
就
任
し
た
。
ま
た
、
一
一

月
一
〇
日
、
国
有
財
産
管
理
国
家
委
員
会
議
長
に
は
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・

チ
ュ
バ
イ
ス
（
当
時
三
六
歳
）
が
就
任
し
て
い
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、

学
者
も
し
く
は
教
員
出
身
者
で
あ
り
、
ソ
連
時
代
の
党
・
政
府
の
ノ
ー

メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
九
一
年
一
一

月
の
政
府
が
、
二
ヵ
月
後
の
九
二
年
一
月
二
日
に
開
始
さ
れ
た
「
シ
ョ

ッ
ク
療
法
」
、
価
格
自
由
化
政
策
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
、
イ
ン
フ
レ
と
生
産
低
下
に
起
因
す
る
経
済
困

れ
続
け
る
が
、
決
定
的
な
改
革
の
出
発
点
は
、
こ
の
政
府

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
ボ
フ
は
、
九
一
年
一
一
月
一

付
属
専
門
家
会
議
議
長
と
い
う
閑
職
と
も
み
え
る
ポ
ス
ト

ば
ら
く
は
、
こ
の
改
革
政
府

陰
に
隠
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

(

の

（
３
） 

実
務
派
首
相
の
登
場 

「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
を
断
行
し
た
政
府
に
対
す
る
議
会(

人
民
代
議
員

大
会
と
そ
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
総
称
し
て
便
宜

的
に ｢

議
会｣ 

と
言
う
こ
と
に
す
る) 

の
風
当
た
り
は
強
か
っ
た
。
そ
こ

で
、｢

シ
ョ
ッ
ク
療
法｣

を
開
始
し
て
か
ら
ほ
ぼ
四
ヵ
月
後
の
一
九
九
二

年
四
月
一
四
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
政
府
に
対
す
る
批
判
を
や

わ
ら
げ
る
た
め
、
ブ
ル
ブ
リ
ス
第
一
副
首
相
、
シ
ャ
フ
ラ
イ
副
首
相
を

政
府
か
ら
解
任
し
（
ブ
ル
ブ
リ
ス
は
国
務
長
官
、
シ
ャ
フ
ラ
イ
は
国
家
顧

問
と
し
て
大
統
領
府
に
は
残
り
、
後
者
は
一
一
月
に
政
府
に
復
帰
す
る
）
、

代
わ
り
に
、
五
月
二
〇
日
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
工
業
企
業

長
を
経
て
副
市
長
に
就
任
し
て
い
た
実
務
派
の
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ヒ
ー
ジ

ャ (
当
時
五
四
歳) 

を
工
業
担
当
副
首
相
に
、
次
い
で
五
月
三
〇
日
、
国

営
ガ
ス
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
「
ガ
ス
プ
ロ
ム
」
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
ヴ
ィ

ー
ク
ト
ル
・
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン(

当
時
五
四
歳)

を
燃
料
エ
ネ
ル
ギ

ー
担
当
副
首
相
に
就
任
さ
せ
た
。
八
五
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
ソ
連

 

そ
の
後
も
、

難
に
悩
ま
さ

の
刷
新
に
あ

二
日
、
政
府

に
就
き
、
し

) 1
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邦
ガ
ス
工
業
相
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト

ゥ
ー
ラ
出
身
の
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
は
、
実
務
派
・
中
道
派
の
重
鎮

と
し
て
議
員
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
六
月
二
日
に
は
、
ク

ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
の
工
業
企
業
長
出
身
で
最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
副
議
長
で
あ

っ
た
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
シ
ュ
メ
イ
コ(

当
時
四
七
歳)

を
工
業
担
当
第
一

副
首
相
に
就
任
さ
せ
た
。
他
方
、
チ
ュ
バ
イ
ス
を
国
有
財
産
管
理
国
家

委
員
会
議
長
（
大
臣
待
遇
）
兼
任
の
ま
ま
副
首
相
に
昇
格
さ
せ
て
も
い

る
。
し
か
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
シ
ラ
ー
エ
フ
の
転
出
後
、
空
席
の
ま

ま
で
あ
っ
た
首
相
ポ
ス
ト
に
は
ガ
イ
ダ
ー
ル
を
就
任
さ
せ
た
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
六
月
一
五
日
、
議
会
の
承
認
の
い
ら
な
い
事
実
上
の
首
相

代
行
と
い
う
名
の
首
相
ポ
ス
ト
に
ガ
イ
ダ
ー
ル
を
就
任
さ
せ
る
が
、
正

式
な
首
相
へ
の
就
任
は
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
議
会
に
す

れ
ば
ガ
イ
ダ
ー
ル
は
今
や
諸
悪
の
根
源
で
あ
っ
た
。
結
局
、
す
っ
た
も

ん
だ
の
あ
げ
く
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
ガ
イ
ダ
ー
ル
の
首
相
就
任
を
あ
き
ら

め
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
を
首
相
に
指
名
し
、
九
二
年
一
二
月
一
四

日
、
議
会
の
承
認
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。 

(
) 

(
) 

し
か
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
政
府
は
、
経
済
改
革
を
後
退
さ
せ

た
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
首
相
就
任
の
翌
日
に
ガ
イ

ダ
ー
ル
が
退
い
た
あ
と
、
一
二
月
二
三
日
、
世
界
銀
行
の
ロ
シ
ア
政
府

代
表
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
駐
在
し
て
い
た
ボ
リ
ー
ス
・
フ
ヨ
ー
ド

ロ
フ
（
当
時
三
四
歳
）
が
経
済
改
革
担
当
副
首
相
と
し
て
就
任
し
て
い

る
。
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
は
ソ
連
邦
国
立
銀
行
（
中
央
銀
行
）
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
世
界
経
済
国
際
関
係
研
究
所(

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ)

主

任
研
究
員
を
経
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
初
期(

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
ロ
シ
ア

共
和
国
最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
長
時
代)

の
一
九
九
〇
年
七
月
一
二
日
か
ら

九
一
年
七
月
二
五
日
ま
で
、
シ
ラ
ー
エ
フ
率
い
る
ロ
シ
ア
共
和
国
政
府

の
財
務
相
を
務
め
た
あ
と
、
欧
州
復
興
開
発
銀
行(

Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｄ)

に
出
向

し
（
在
ロ
ン
ド
ン
）
、
次
い
で
世
界
銀
行
ロ
シ
ア
政
府
代
表
を
務
め
て
い

た
バ
リ
バ
リ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る
。
比
喩
的
に
言
え
ば
、
ガ
イ
ダ

ー
ル
は
改
革
派
経
済
「
学
者
」
で
あ
っ
た
が
、
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
は
改
革

派
「
実
務
家
」
で
あ
る
。
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
は
九
三
年
三
月
二
五
日
に
は

財
務
相
兼
務
と
な
り
、
ガ
イ
ダ
ー
ル
の
改
革
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
大
統
領
と
議
会
と
の

対
立
が
激
化
し
、
政
治
情
勢
は
混
迷
し
て
い
た
。 

2

3

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
政
府
は
一
九
九
三

年
四
月
一
五
日
、
ロ
ボ
フ
を
経
済
相
兼
務
の
第
一
副
首
相
に
就
任
さ
せ
、

ま
た
四
月
三
〇
日
に
は
冶
金
委
員
会
議
長
で
あ
っ
た
オ
レ
グ
・
ソ
ス
コ

ベ
ッ
ツ
を
工
業
担
当
第
一
副
首
相
に
昇
格
さ
せ
た
。
ロ
ボ
フ
の
ポ
ス
ト

は
、
九
月
一
八
日
に
復
帰
し
た
ガ
イ
ダ
ー
ル
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
ガ
イ
ダ
ー
ル
も
、
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
前
年
六

月
に
第
一
副
首
相
に
就
任
し
て
い
た
シ
ュ
メ
イ
コ
も
、
九
四
年
一
月
二

〇
日
に
政
府
を
退
く
の
に
対
し
て
、
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ
ツ
は
、
九
六
年
六 
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月
二
〇
日
の
い
わ
く
つ
き
の
解
任
ま
で
、
三
年
余
の
期
間
、
第
一
副
首

相
の
座
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ
ツ
は
ソ
連
最
大
の
製

鉄
所
と
言
わ
れ
て
い
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
カ
ラ
ガ
ン
ダ
製
鉄
所
の
ト
ッ

プ
か
ら
、
九
一
年
四
月
ソ
連
邦
冶
金
大
臣
に
就
任
し
、
ソ
連
邦
解
体
後

は
出
身
地
に
戻
っ
て
、
九
二
年
二
月
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
第
一
副
首
相
に

就
任
、
同
年
九
月
か
ち
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
産
業
・
企
業
家
同
盟
総
裁
を

務
め
て
い
た
が
、
九
二
年
一
〇
月
二
九
日
に
、
ロ
シ
ア
政
府
冶
金
委
員

会
議
長
に
就
任
し
て
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
が
、
ガ
ス
工
業
部

門
の
ト
ッ
プ
な
ら
、
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ
ツ
は
製
鉄
工
業
の
ト
ッ
プ
な
の
で

あ
る
。
こ
の
ソ
連
時
代
の
業
界
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
に
よ
る
政
府

の
指
導
が
、
三
年
余
り
続
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
重
要

で
あ
っ
た
。 

一
九
九
四
年
一
月
二
〇
日
、
ガ
イ
ダ
ー
ル
、
シ
ュ
メ
イ
コ
両
第
一
副

首
相
、
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
副
首
相
兼
財
務
相
が
退
任
し
、
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ

ツ
が
た
だ
一
人
第
一
副
首
相
と
し
て
残
っ
た
。
私
有
化
担
当
の
チ
ュ
バ

イ
ス
副
首
相
兼
国
有
財
産
管
理
国
家
委
員
会
議
長
は
留
任
し
、
九
四
年

一
一
月
五
日
に
は
第
一
副
首
相
に
昇
格
し
た
が
、
チ
ュ
バ
イ
ス
は
「
棚

上
げ
さ
れ
た
」
と
も
言
わ
れ
て
、
政
府
の
改
革
派
色
は
か
な
り
後
退
し

た
。
九
三
年
一
二
月
一
二
日
に
選
出
さ
れ
た
新
議
会
で
は
、
共
産
党
、

自
由
民
主
党
な
ど
野
党
勢
力
が
強
く
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
穏
健
な
政

策
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
経
済
状
態
は
依
然
と
し
て
改
善
せ

ず
、
九
五
年
一
二
月
の
下
院
選
挙
で
は
共
産
党
が
勢
力
を
伸
張
さ
せ
た
。

チ
ュ
バ
イ
ス
は
、
九
六
年
一
月
一
六
日
に
政
府
を
退
き
、
九
六
年
六
月

の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
エ
リ
ツ
ィ
ン
再
選
の
た
め
に
選
対
の
中
心
と

な
っ
た
。
チ
ュ
バ
イ
ス
は
、
私
有
化
担
当
最
高
責
任
者
と
し
て
政
府
在

任
中
に
形
成
し
て
い
た
新
興
金
融
資
本
と
の
関
係
を
最
大
限
に
利
用
し

て
、
豊
富
な
選
挙
資
金
を
集
め
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
再
選
の
最
大
の
功
労
者

と
な
っ
た
。 

大
統
領
選
挙
の
第
一
回
目
の
投
票(

六
月
一
六
日)

か
ら
決
選
投
票(

七

月
三
日)

ま
で
の
間
に
、
政
権
中
枢
に
異
変
が
お
こ
っ
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン

は
、
六
月
一
八
日
、
決
選
投
票
に
勝
利
す
る
た
め
に
、
第
一
回
目
の
投

票
で
第
三
位
に
つ
け
た
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ
を
政
権
に
引
き

込
む
こ
と
に
し
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
一
九
九
三
年
九
月
一
八
日
か
ら

三
年
近
く
安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
で
あ
っ
た
ロ
ボ
フ
を
解
任
し
、
そ

の
後
任
に
レ
ベ
ジ
を
就
任
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
エ
リ
ツ
ィ
ン
大

統
領
は
、
六
月
二
〇
日
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ
ツ
第
一
副
首
相
、
ア
レ
ク
サ
ー

ン
ド
ル
・
コ
ル
ジ
ャ
コ
フ
大
統
領
府
警
護
局
長
、
ミ
ハ
イ
ー
ル
・
バ
ル

ス
コ
フ
保
安
庁
長
官
を
解
任
し
た
。
と
く
に
、
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ
ツ
と
コ

ル
ジ
ャ
コ
フ
は
、
チ
ュ
バ
イ
ス
と
対
立
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

実
は
こ
の
解
任
の
直
前
に
、
ク
レ
ム
リ
ン
内
で
警
護
局
の
警
備
官
が
チ

ュ
バ
イ
ス
の
部
下
を
不
正
資
金
保
持
容
疑
で
誤
認
逮
捕
す
る
と
い
う
不

可
解
な
事
件
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ソ
ス
コ
ヴ
ェ
ッ
ツ
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と
の
対
立

い
と
い
う

ス
は
、
大

に
就
任
し
た
。 

(

（
４
） 

第
二
期
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
の
政
府 

再
選
さ
れ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
憲
法
の
規
定
に
従
っ
て
政
府

を
い
っ
た
ん
総
辞
職
さ
せ
、
再
度
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
を
首
相
に

指
名
、
一
九
九
六
年
八
月
一
四
日
、
新
し
い
政
府
を
発
足
さ
せ
た
。
三

名
の
第
一
副
首
相
の
う
ち
ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
イ
リ
ュ
ー
シ
ン(

当
時
四
九

歳) 

は
、
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
時
代
か
ら
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
部
下
で
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
中
央
政
界
入
り
後
は
、
補
佐
官
、
大
統
領
府
宣
房
長
官
、

大
統
領
第
一
補
佐
官
を
歴
任
し
た
、
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
陰

の
存
在
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
セ
ー
イ
・
ボ
リ
シ
ャ
コ
フ(
当
時
五
六
歳)

は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
工
業
企
業
出
身
で
科
学
技
術
の
専
門

家
で
あ
り
、
九
四
年
一
一
月
九
日
か
ら
Ｃ
Ｉ
Ｓ
担
当
副
首
相
で
あ
っ
た
。

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ポ
タ
ー
ニ
ン
（
当
時
三
五
歳
）
は
初
の
政
界
入
り
で
、

オ
ネ
ク
シ
ム
銀
行
頭
取
、
世
界
最
大
級
の
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
「
ノ
リ
リ
ス

ク
・
ニ
ッ
ケ
ル
」
や
石
油
会
社
「
シ
ダ
ン
コ
」
の
有
力
株
主
と
し
て
有

名
な
新
興
金
融
資
本
家
で
あ
る
。
ポ
タ
ー
ニ
ン
は
、
チ
ュ
バ
イ
ス
が
送

り
込
ん
だ
と
言
わ
れ
、
い
よ
い
よ
ロ
シ
ア
政
府
も
ニ
ュ
ー
リ
ッ
チ
に
支

配
さ
れ
る
の
か
と
話
題
を
呼
ん
だ
。 

こ
う
し
た
政
府
の
人
事
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
首
相
本
人
に
代
表

さ
れ
る
旧
国
営
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
勢
力
と
新
興
資
本
勢
力
と
の
、
い
わ
ば

均
衡
人
事
と
言
わ
れ
た
。
実
際
、
一
九
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て

の
こ
ろ
に
比
べ
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
の
指
導
力
に
か
げ
り
が
み

え
始
め
て
い
た
。
し
か
し
大
統
領
選
挙
後
、
九
六
年
末
ま
で
は
、
エ
リ

ツ
ィ
ン
が
心
臓
手
術
の
た
め
入
院
療
養
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
実
上

の
国
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
は
、
下
院
の
最
大
会

派
の
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
を
説
得
し
て
九
七
年
予
算
法
を
九
六
年
中
に

議
会
で
採
択
さ
せ
る
な
ど
、
議
会
対
策
に
手
慣
れ
た
と
こ
ろ
を
み
せ
て

い
た
。 

一
九
九
七
年
三
月
六
日
、
病
癒
え
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
議
会

に
お
い
て
年
次
教
書
を
報
告
し
た
。
大
統
領
府
長
官
の
チ
ュ
バ
イ
ス
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ガ
イ
ダ
ー
ル
ら
も
そ
の
執
筆
に
参
画
し
た
と
い
う

大
統
領
年
次
教
書
は
、
そ
の
主
題
を
「
執
行
権
力
の
秩
序
」
に
お
い
た

異
例
の
も
の
で
あ
っ
た
。
大
統
領
選
挙
な
ど
の
際
に
レ
ベ
ジ
ら
が
好
ん

で
使
っ
て
い
た
「
秩
序
」
と
い
う
言
葉
は
、
主
と
し
て
社
会
秩
序
と
い

う
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。
犯
罪
と
の
闘
争
を
連
想
す
る
言
葉
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
教
書
で
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
政
府
が
秩 

(
) 5

 

は
、
新
興
金
融
資
本
と
旧
国
営
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
の
利
権
争

話
で
あ
っ
た
。
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
。
チ
ュ
バ
イ

統
領
選
挙
終
了
後
の
九
六
年
七
月
一
五
日
、
大
統
領
府
長
官

) 4

一
〇
月
二
九
日
、

長
と
し
て
、
輸
入
車

リ
ー
ス
・
ベ
レ
ゾ
フ

レ
ベ
ジ
解
任
後
の
安
全
保
障
会
議
に
も
事
務
局
次

販
売
で
成
功
し
た
「
ロ
ゴ
ヴ
ァ
ス
社
」
社
長
の
ボ

ス
キ
ー
が
就
任
し
て
や
は
り
話
題
を
呼
ん
だ
が
、
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序
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ソ
ス
コ
ヴ

ェ
ッ
ツ
退
任
の
あ
と
も
、
経
済
改
革
の
な
か
で
、
リ
ス
ト
ラ
を
拒
ん
で

き
た
旧
国
営
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
政
府
、
な
か

ん
ず
く
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
本
人
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
以
外
の
人
物
で
は
、
ま
し
て
私
有
化

の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
議
会
内
の
保
守
派
か
ら
目
の
敵
に

さ
れ
、
ま
た
国
民
の
人
気
も
な
い
チ
ュ
バ
イ
ス
で
は
、
議
会
の
承
認
は

得
ら
れ
な
い
以
上
、
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
は
、
そ
の
ま
ま
留
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
三
月
一
七
日
に
陣
容
を
が
ら
り
と
変
え
て
出
発
し

た
政
府
に
は
、
ほ
と
ん
ど
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
の
人
脈
は
残
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。 

三
月
一
七
日
に
発
足
し
た
政
府
の
幹
部
人
事
の
目
玉
は
、
私
有
化
政 

         

策
を
一
貫
し
て
担
っ
て
き
た
チ
ュ
バ
イ
ス
と
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
州
知
事
ボ

リ
ー
ス
・
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
の
第
一
副
首
相
へ
の
就
任
で
あ
ろ
う
。
チ
ュ

バ
イ
ス
は
新
興
金
融
資
本
を
バ
ッ
ク
に
今
や
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
内
の
最

高
実
力
者
に
の
し
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
月
一
七
日
に
発
足
し

た
政
府
の
人
選
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
も
は
や
チ
ェ
ル
ノ

ム
ィ
ル
ジ
ン
で
は
な
く
、
チ
ュ
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
。
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
の

入
閣
は
、
過
去
に
二
度
打
診
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
断
ら

れ
た
と
い
う
。
副
首
相
格
で
の
入
閣
は
、
州
知
事
と
上
院
議
員
の
座
を

捨
て
る
に
は
不
足
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
チ
ュ
バ
イ
ス
は
、
当
初
、

第
一
副
首
相
は
自
分
一
人
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統

領
が
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
の
人
気
に
期
待
し
て
そ
の
入
閣
を
求
め
た
た
め
、

過
去
に
断
ら
れ
た
経
緯
か
ら
、
今
回
は
第
一
副
首
相
と
し
て
入
閣
を
求 
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め
ざ
る
を
え
ず
、
チ
ュ
バ
イ
ス
も
そ
れ
を
納
得
さ
せ
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

こ
こ
で
チ
ュ
バ
イ
ス
と
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
の
経
歴
を
簡
単
に
見
て
お
こ

う
。
チ
ュ
バ
イ
ス
は
、
一
九
五
五
年
六
月
一
六
日
生
ま
れ
の
四
二
歳
で

あ
る
。
彼
は
、
七
七
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
経
済
工
科
大
学
を
卒
業
後
、

そ
の
ま
ま
母
校
に
残
り
、
九
〇
年
ま
で
経
済
学
助
教
授
を
務
め
て
い
た
。

八
五
年
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
開
始
と
と
も
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド(

現
サ
ン

ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ)

の
民
主
化
運
動
に
参
加
し
、
九
〇
年
に
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執
行
委
員
会
副
議
長
、
第
一
副
議
長(

現
在
の

副
市
長
、
第
一
副
市
長
に
あ
た
る)

を
歴
任
し
た
。
当
時
の
議
長(

市
長)

は
、
も
ち
ろ
ん
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
サ
プ
チ
ャ
ー
ク
で
あ
り
、
チ
ュ
バ
イ

ス
は
、
サ
プ
チ
ャ
ー
ク
の
主
任
経
済
顧
問
と
し
て
サ
プ
チ
ャ
ー
ク
の
改

革
を
助
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
九
一
年
一
一
月
一
〇
日
、
ロ
シ
ア
共
和

国
国
有
財
産
管
理
国
家
委
員
会
議
長
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
招
か
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
一
貫
し
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
中
枢
に
あ
っ
て

私
有
化
政
策
を
推
進
し
て
き
た
の
で
あ
る
。 

ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
は
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
九
日
生
ま
れ
の
三
七
歳
で

あ
る
。
彼
は
、
八
一
年
に
ゴ
ー
リ
キ
ー
国
立
大
学
電
波
物
理
学
部
を
卒

業
後
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
電
波
物
理
学
研
究
所
の
研
究
員
、
上
級
研
究
員
を

務
め
て
い
た
が
、
九
〇
年
三
月
、
三
〇
歳
の
若
さ
で
ロ
シ
ア
共
和
国
人

民
代
議
員
選
挙
に
当
選
、
最
高
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
立
法
委
員
会
委
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
九
一
年
八
月
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
の
八
月
二
七

日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
地
方
政
策
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
地

方
大
統
領
代
表
制
度
に
従
っ
て
、
出
身
地
の
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
州(

ゴ
ー
リ

キ
ー
州
か
ら
改
称)

大
統
領
代
表
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
一

月
三
〇
日
に
は
、
同
州
行
政
長
官(

知
事)

に
任
命
さ
れ
た
。
九
三
年
一

二
月
に
は
連
邦
会
議(

上
院)

議
員
選
挙
に
も
当
選
、
さ
ら
に
九
五
年
一

二
月
一
七
日
に
は
、
公
選
の
知
事
選
挙
で
再
選
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ジ
ェ

ゴ
ロ
ド
州
は
、
モ
ス
ク
ワ
東
方
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
流
域
に
位
置
し
、
そ
の

州
都
ニ
ジ
ニ
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
市
は
、
自
動
車
産
業
、
機
械
工
業
な
ど
が
盛

ん
な
工
業
都
市
で
あ
る
。
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
知
事
は
、
外
資
を
積
極
的
に

導
入
し
、
経
済
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
ニ
ジ
ニ
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド

は
比
較
的
経
済
情
勢
の
良
好
な
数
少
な
い
地
方
都
市
と
言
わ
れ
て
い
た
。

ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
の
第
一
副
首
相
へ
の
任
命
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が

後
継
者
に
彼
を
指
名
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
説
も
あ
り
、
事
実
、

ポ
ス
ト
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
有
力
候
補
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。 

（
１
） 

一
九
九
一
年
八
月
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ロ
シ
ア
内
政
全
体
の
見
取
り
図

は
、
上
野
俊
彦
「『
八
月
政
変
』
後
の
ロ
シ
ア
の
政
治
機
構
」『
ソ
連
研
究
』

第
一
四
号
、
一
九
九
二
年
四
月
、
二
五
―
五
七
ペ
ー
ジ
参
照
。 

（
２
） 
こ
の
改
革
派
政
府
か
ら
実
務
派
政
府
へ
の
シ
フ
ト
を
中
心
と
し
て
当

時
の
ロ
シ
ア
内
政
の
動
き
は
、
上
野
俊
彦
「
エ
リ
ツ
ィ
ン
『
過
渡
期
』
政

権
の
『
制
度
化
過
程
』」『
海
外
事
情
』
一
九
九
二
年
一
〇
月
号
、
二
一
― 
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第 3 表 各年１月１日現在の政府首脳と年齢 

 1992年１月１日 年齢 1993年１月１日 年齢 1994年１月１日 年齢 1995年１月１日 年齢 
相 なし チェルノムィルジン 

54 
チェルノムィルジン 

55 
チェルノムィルジン 

56 
１副首相 ブルブリス   46 シュメイコ   47 ガイダール   37 

シュメイコ   48 
ソスコヴェッツ 44 

チュバイス   38 
ソスコヴェッツ 45 

首相 ガイダール   35 
ショーヒン   40 
シャフライ   35 

フョードロフ  34 
ヒージャ    54 
チュバイス   37 
サルトゥィコフ 52 
ヤーロフ    50 
ショーヒン   41 
シャフライ   36 

フョードロフ  35 
チュバイス   37 
ザヴェリューバ 53 
ヤーロフ    51 
ショーヒン   42 

ポレワノフ   45 
ボリシャコフ  55 
イェゴーロフ  43 
ザヴェリューハ 54 
ヤーロフ    52 
ダヴィドフ   55 
シャフライ   38 

均年齢 39.00 45.00 44.67 48.10 

1996年１月１日 年齢 1997年１月１日 年齢 1997年６月１日 年齢 
相 チェルノムィルジン 

57 
チェルノムィルジン 

58 
チェルノムィルジン 

59 
１副首相 チュバイス   39 

ソスコヴェッツ 46 
ポタニン    37 
イリューシン  49 
ボリシャコフ  57 

チュバイス   41 
ネムツォーフ  37 

首相 ボリシャコフ  56 
イグナチェンコ 54 
ザヴェリューハ 55 
ヤーロフ    52 
ダヴィドフ   56 
シャフライ   39 
 
 

リフシツ    50 
ロボフ     59 
セロフ     55 
フォルトフ   50 
イグナチェンロ 55 
ザヴェリューハ 56 
ハビチェフ   57 
ダヴィドフ   56 

ウリンソン   52 
ブルガク    55 
コフ      35 
セロフ     56 
フルィストゥン 50 
スィスエフ   43 
クリコフ    50 
 

均年齢 50.44 53.25 47.80 

 

三
六
ペ
ー
ジ
参
照
。 

（
３
） 

一
九
九
二
年
後
半
か
ら
九
三
年
初
め
ま
で
の

大
統
領
と
議
会
と
の
対
立
抗
争
を
中
心
と
す
る
ロ

シ
ア
内
政
の
動
き
は
、
上
野
俊
彦
「
ロ
シ
ア
大
統

領
と
議
会
の
政
治
権
力
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
対
立
」

『
国
際
問
題
』
一
九
九
三
年
六
月
号
、
三
五
―
四
九

ペ
ー
ジ
参
照
。 

（
４
） 

大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
上
野
俊

彦
「
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
た
エ
リ
ツ
ィ

ン
―
―
後
継
者
育
成
が
第
二
期
の
最
大
課
題
」『
週

刊
東
洋
経
済
』
一
九
九
六
年
八
月
三
日
号
、
一
〇

八
―
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
同
「
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
こ
う

し
て
勝
利
し
た
―
―
デ
ー
タ
で
見
る
ロ
シ
ア
大
統

領
選
挙
」『
世
界
週
報
』
一
九
九
六
年
八
月
二
〇
―

二
七
日
号
、
二
九
―
三
五
ペ
ー
ジ
、
同
「
ロ
シ
ア

の
一
九
九
五
年
国
家
会
議
議
員
選
挙
と
一
九
九
六

年
大
統
領
選
挙
の
結
果
の
分
析
」『
ロ
シ
ア
・
東
欧

学
会
年
報
』
二
五
号
、
一
九
九
六
年
版
、
一
一
九

―
一
四
一
ペ
ー
ジ

 

を
参
照
。

（
５
） 

教
書
演
説
はРоссийская газет

а, 7 марта 
1997, c.3-4; 

教
書
はТам ж

е, c.5-12. 

む
す
び
に
か
え
て 

新
政
府
の
仕
事
に
対
す
る
評
価
は
時
期
尚
早
で

あ
る
が
、
五
月
二
一
日
に
下
院
で
実
施
さ
れ
た
チ

ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
首
相
の
一
九
九
七
年
第
一
・ 
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四れフっ
た
。
新
政
府
首
脳
部
の
な
か
で
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
が
孤
立
化
し

て
い
る
印
象
が
拭
え
な
い
一
幕
で
あ
っ
た
。 

(

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
は
三
月
の
改
造
で
か
な
り
若
返
っ
た
。
政
府

首
脳 (

首
相
、
第
一
副
首
相
、
副
首
相) 
の
平
均
年
齢
は
、
一
九
九
三
年

か
ら
九
四
年
に
か
け
て
の
数
ヵ
月
程
度
の
若
返
り
を
例
外
と
し
て
、

年
々
、
上
が
っ
て
き
て
い
た(

第
３
表)

。
九
二
年
に
三
九
歳
だ
っ
た
政

府
首
脳
部
は
、
九
七
年
に
五
三
歳
余
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

五
年
間
で
一
四
歳
も
歳
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
実
際
の
時
間
の
進

行
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
た
ロ
シ
ア
政
府
首
脳
部
の
高
齢
化

は
、
昨
年
の
夏
の
第
二
期
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
ス
タ
ー
ト
時
の
政
府
改
造

で
も
変
化
が
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
貫
し
て
進
行
し
て
い
た

政
府
首
脳
部
の
高
齢
化
は
、
ま
さ
に
政
府
首
脳
人
事
の
保
守
化
傾
向
を

意
味
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
傾
向
は
、
経
験
あ
る
穏
健
な
人
物
を

登
用
す
る
と
い
う
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
の
安
定
志
向
の
表
わ
れ
で
あ

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
九
六
年
夏
の
人
事
は
、

顔
ぶ
れ
か
ら
す
れ
ば
様
変
わ
り
し
た
よ
う
に
み
え
て
実
は
新
鮮
な
人
事

で
は
な
く
、
大
統
領
の
病
気
の
影
響
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
、
消
極
的
な

て
、
い
わ
ば
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
流
の
人
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
九
七
年
三
月
の
改
造
人
事
は
、
よ
う
や
く
エ
リ
ツ
ィ
ン
第
二
期

目
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
新
鮮
な
若
返
り
人
事
で
あ
っ
た
と
評
価

で
き
る
。
九
二
年
一
月
の
「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
を
担
っ
た
「
新
人
類
内

閣
」
と
同
様
に
、
九
七
年
三
月
の
チ
ュ
バ
イ
ス
・
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
・
コ

ン
ビ
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ロ
シ
ア
ン
政
府
」
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革

を
実
行
で
き
る
か
ど
う
か
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

(
) 2

（
１
） 

と
く
に
『
独
立
新
聞
』
は
、
議
会
の
壇
上
で
唇
を
か
ん
だ
チ
ェ
ル
ノ

ム
ィ
ル
ジ
ン
の
悔
し
そ
う
な
表
情
と
、
外
野
席
（
実
際
に
は
閣
僚
席
）
で

の
ん
き
に
笑
っ
て
い
る
チ
ュ
バ
イ
ス
と
ネ
ム
ツ
ォ
ー
フ
の
写
真
を
一
面
ト

ッ
プ
に
並
べ
て
、
三
者
の
関
係
を
揶
揄
し
て
い
る
。См.: Н

езависимая 
газ

т
а, 22 мая 1997, c.1. 

е

（
２
） 

上
野
、
前
掲
「『
八
月
政
変
』
後
の
ロ
シ
ア
の
政
治
機
構
」、
三
五
ペ

ー
ジ
で
筆
者
が
用
い
た
表
現
。 

（
う
え
の
・
と
し
ひ
こ 

日
本
国
際
問
題
研
究
所
主
任
研
究
員
） 

 

 

ば

半
期
の
予
算
遂
行
報
告
に
対
し
て
下
院
か
ら
強
い
批
判
が
浴
び
せ
ら

、
苦
々
し
い
表
情
の
首
相
の
後
方
で
、
チ
ュ
バ
イ
ス
と
ネ
ム
ツ
ォ
ー

が
、
そ
の
予
算
は
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
ん

か
り
の
嘲
笑
す
る
よ
う
な
顔
つ
き
で
座
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ

) 1
人
事
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
確
か
に
、
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
、

ロ
ボ
フ
と
い
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
子
飼
い
の
人
物
が
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、

他
方
で
、
バ
ビ
チ
ェ
フ
や
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
と
い
っ
た
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
出
身
者
、
つ
ま
り
チ
ェ
ル
ノ
ム
ィ
ル
ジ
ン
の
子
飼
い
の
人
物
を
配
し
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